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員
二
五
名

、

永
年
会
員
四
0
名

、

終
身
莉
遠
総
務
担
当
理
事
が
読
み
上
げ
説
明

会
員
四
八
名
、
通
常
会
貝
四
0
九
七
名
を
加
え
た
。
実
施
さ
れ
た

事
業
は

、

ほ

で
、
合
計
四
ニ
―
0
名
で
あ
る
こ
と

、

ぽ
、

昨
年
度
の
事
業
計
画
案
通
り
で
あ

昭
和
六
十
一
年
度
の
新
入
会
員
は
二0

っ
た
。

六
名
、
復
活
会
員
一

ーニ
名

、

退
会
二
七
▽
六
十
一
年
度
収
支
決
算
害
に
つ
い
て

名
、
物
故
二
四
名

、

除
籍
五
三
名
で

、

は
、

橋
本
財
務
担
当
理
事
が
配
布
さ
れ

―
―
五
名
の
会
員
増
で
あ
っ
た
と
説
明
た
資
料(
1
0
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
に
も
と

が
あ
っ
た
。
な
お

、

物
故
者
に
黙
認を
づ
き
説
明
し
た

。

捧
げ
ろ
に
あ
た
り

、

そ
の
氏
名
が
読
み
ま
ず
収
支
の
部
で
は
次
年
度
か
ら
の

上
げ
ら
れ
た
。
会
毀
値
上
げ
を
み
こ
ん
で
終
身
会
我
を

〔
物故
会
員
氏
名
・

敬
称
略
〕
納
入
し

た
会
員
が
あ
り

、

会
茂
収
入
が

山
県
登

、

広
瀬
藤
司、

今
井
嘉
道

、

増
え
た
。

木
本
善
重
、

杉
山

正
樹

、

平
沢
危
一
そ
の
他
事

業
収
入
の
増
加
は
八
十
周

郎
（
名
）、

大
森
常
三
郎
、

金
坂
一
年
記
念
事
業

と
し
て
、
ピ
ッ
ケ

ル
な
ど

郎
（
監
事
）、

木
原
均

、

佐
藤
優

、

の
売
上
げ
が
あ
っ
た
か
ら
で、

雑
収
入

猪
俣
信
市
、
山
本
吉
之
助
、吉
川
静
の
受
取
利
息
が
増
え
て
い
る
の
は

、

図

三
、

早
川
義
郎
（
永
）
、
三
谷
孝
一、

帯
基
金
な
ど
か
ら
の
収
入
を
こ

こ
に
含

松
本
秀
則

、

立
石
紀
雄

、

村
井
米
子
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

（
名
）、

渡
辺
武
男
〈
永
）、
牧
下
一
こ
れ

ら
の
結
呆

、

収
入
の
部
は
予
符

巳
、
山
口
道
弘
、
内
山
広
、
藤
原
武
を
約

一
千
万
円
上
回
る
増
収
と
な
っ
て

夫
、
中
屋
健
キ
（
名
）
い
る
。

つ
い
で
、
議
案
の
審
維
に
移
っ
た
。
支
出
の
部
の
光
熱
水
料
費
の
増
加

▽
六
十
一
年度
事
業
報
告
は

、

配
布
さ
は

、

事
業
野
に
計
上
さ
れ
る
べ
き
も
の

れ
た
賓
料
(
1
3ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
を
、
を
、

決
算
で
は
運
営
管
理
費
に
含
め
た

昭
和
六
十
二
年
度
の
通
常

総
会
は
五
月
二
十
二
日
（
金
）

午
後
六
時
か
ら
J
R

市
ヶ
谷

た

駅
近
く

の
私
学
会
館
（
東
京

っ

都
千
代
田
区
九
段
北
四
ー
ニ

ぁが
ー

ニ
五
）
で
開
か
れ
た
。

開
会
に
先
立
ち

、

今
西
会

介紹

長
よ
り

挨
拶
が
あ
っ
た
（
別

の員議
掲
）
。

評・

司
会
は
鴫
原
総
務
担
当
常

事監

務
理
事
が
あ
た
り

、

最
初

.

. 

に
、

定
款
に
よ
る
総
会
開
会

事

.
9
 

_
．

理
の
所
定
定
足
数
の
確
認
が
行

了

な
わ
れ

、

議
長
に
は
今
西
会

後

長
、

議
事
録
署
名
人
に
は
宮

終会総
下
秀
樹
、
石
橋
正
美
会
員
が

指
名
さ
れ
た
。

ま
ず
鴫
原
理
事
よ
り会
務

報
告
が
行
な
わ
れ

、

名
誉
会
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新
副
会
長
は
村
木
潤
次
郎
氏
ー

昭
和
六
十
二
年
度
通
常
総
会

► 日本山岳会事務販扱時間
月，火，木，土曜 10時～20時

水， 金曜 13時～幻時

日曜 ・ 祭日は休み

► 図書室開室時間
日曜 ・ 祭日 ・ 月曜を除く毎日

13時～20時

_1
2
3
4
六
六
五
九
一

か
ら
で
あ
る
。
ま
た
什
器
備
品
費
の
予

箕
超
過
は、
山
岳
会
に
ワ
ー

プ
ロ
を
入

れ
た
り

、

一
六.• 

｀

り
映
写機
を
買
っ
た
り

し
た
た
め
で
あ
る

。
事
業
我
の
う
ち

「
山
岳
」
の
出版
費
が
予
葬
よ
り
少
な

か
っ
た
が
、
こ

れ
は
「
山
岳
」
の
ペ
ー

ジ
数
が
減
っ
た
た
め
で
あ
る。

そ
の
他
の
事
業
毀
は、

通
信
印
刷
毀

を
含
め
て
あ
る
の
で
増
え
て
い
る。
支

出
の
部
で
の
予
算
超
過
の
大
き
な
原因

は
、

こ
れ
ま
で
長
期
借
入
金
の
返
済
に

あ
て
て
い
た
額
を
繰
り
上
げ
て
、
全
額

返
済
と
し
た
た
め
で
、
こ
の

結
果
、
去

年
の
七
月
か
ら
本
会
所
有
の
建
物
は
名

実
と
も
に
本
会
所
有
と
な
っ
た
。

貸
偕
対
照
表
は
六
十

一年
度
か
ら

、

公
益
法
人
に
開
す
る
法
律
の
改
正
が
あ

り
、

複
式
簿
記
が
採
用
さ
れ
た
結
栄
作

成
さ
れ
た
も
の
で

、

未
収
会
費
及
び
棚

卸
資
産
は
今
ま
で
本
会
の
会
計
科
目
に

は
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
会
計
処
理
な
ど
へ
の
コ
ン
ビ

ュ
ー
タ
ー

の
導
入
は
松
田
評
議
員
の
長

期
間
に
わ
た
る
努
力
で
実
現し
た
。

▽
山
本
健

一
郎
監
事
の
監
査
報
告

金
坂
監
事
が
亡
く
な
っ
た
た

め
監
査

は
山
本
監
事
が
一
人
で
行
な
っ
た
が

、

昭
和
六
十

一
年
度
の
会
計
処
理
は
正

確
、
か
つ
適
法
に
処
理
さ
れ
て
お
り

、

本
会
の
会
計
状
況
を

正
確
に
表
現し
、

ま
た
業
務
も
正
確

、

妥
当
の
も
の
で
あ

っ
た
、

と
報
告
が
あ
っ
た
。

さ
ら
に

、

こ
れ
ま
で
ソ
ロ
バ
ン
と
手
搭
き
と
い
う

原
始
的
な
方
法
で
処
理
さ
れ
て
き
た

(l) 



2
0
が
、

六
十
一
年
度
か
ら
は
橋
本
理
事
、
い
る
。

l

松
田
評
謡
員

、

飯
野
、

西
村

、

窃
遠
各
支
出
の
部
は
前
年
の
総
会
で
決
っ
た

．

財
務
委
員
の
努
力
で
、
小
さ
い
な
が
ら

一
人
当
た
り
千
五
百
円
の
戻
し
を
支
部

7
 

俎
算
機
が
導
入
さ
れ
、

業
務
の
能
率
ア

運
営
費
に
計
上
し

、

支
部
関
係
の
催
し

8
 

, 
ー

ッ
プ
が
計
ら
れ
た
こ
と
は
、
事
業
報
告
な
ど
に
対
す
る
支
出
を
支
部
関
係
費
と

5
 

。

に
は
載
っ
て
い
な
い
が
お
知
ら
せ
し
、

し
て
、
計
上
し
た
。

5
 

山

関
係
者
に
御
礼
申
し
上
げ
た
い、

と
挨
以
上
の
結
果
、
前
年
度
よ
り
収
入
支

5
拶
が
あ
っ
た
。

出
と
も
増
加
し
て
い
る
が
、
収
支
差
額

物
▽
昭
和
六
十
二
年
度
事
業
計
画
案
に
つ
は
百
万
円
程
で
、
こ
れ
は
前
年
度
の
繰

便螂
い
て
高
遠
理
事
か
ら
説
明
が
あ
っ
た
越
金
で
処
理
で
き
、
本
年
度
は
健
全
な

種―-
＿
（
関
係
衰
料
は
1
4ペ
ー

ジ
に
掲
載
）。

財
政
運
営
が
出
来
る
も
の
と
思
う、

と

逐
一
、資
料
を
読
み
上
げ
な
が
ら
補
説
明
が
あ
っ
た。

償

則
説
明
を
加
え、

地
方
プ
ロ
ッ
ク
懇
談
（
一
号
、
二
号
醗
案
は
拍
手
を
も
っ
て

会
京
都
大
会
が
総
会
前
の
支
部
長
会
諮
承
認
さ
れ
た
）
。

で
、

十
月
一―-
＋
-
1
3
、

京
都
で
講
演

▽
第
三
号
諮
案
は
昭
和
六
十
二
、
三
年

会
、

夜
は
比
良
山
に
移
動
し

、

そ
こ
で
度
理
事
、
監

事
お
よ
び
評
議
員
選
任
に

懇
親
会
、
翌
十
一
月
一
日
に
登
山、

と
つ
い
て
で
、
関
係
浴
料
は
予
め
総
会
資

決
っ
た
こ
と
、
「
山
岳
」
総
索
引
は
総
料
と
と
も
に
会
員
各
位
に
配
布
さ
れ
た

目
録
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
こ
と

、

と
お
り
だ
が

、

会
長
・

今
西
寿
雄
（
再

「
登
山
施
設
の
改
善
、
そ
の
他
登
山
の
任
）

、

副
会
長
・

大
塚
悔
美
（
再
）
、
副

た
め
の
適
切
な
事
業
」
の
項
目
の
う
ち
会
長

・

村
木
澗
次
郎
（
新
任
）
、
理
事
・

「
山
に
関
す
る
貴
重
な
フ
ィ
ル
ム
、
ス
鴫
原
啓
佑
、
鈴
木
郭
之

、

大
橋
晋

、

松

ラ
イ
ド

、

テ
ー
プ
、
ア
ル
バ
ム
等
の
複
永
敏
郎
、
橋
本
消
、
浜
口
欣
一
、
大
森

製
お
よ
び
貨
重
な
資
料
の
収
集
、
整
久
雄

、

岡
沢
祐
吉

、

新
井
陽

一郎
、

関

備
、

管
理
」
は

、

将
来
の
山
岳
薄
物
館
塚
貞
亨
、
太
田
晃
介
（
以
上
再
）
、
織

建
設
に
向
け
て
の
も
の
で
、
新し
く
も
田
沢

美
知
子
、
田
部
井
淳
子、

西
村
政

う
け
ら
れ
た
項
目
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
晃
、
早
坂
敬
二
郎、
小
林
政
志、

勝
山

の
説
明
が
あ
っ
た
。
康
雄
（
以
上
新
）
、
監

事
・

山
本
健
一

▽
六
＋
l
-年
度
予
箕
案
に
つ
い
て
は
橋
郎
（
再
）
、
太
田
敬
（
新
）
、
評
議
只

．

本
理
事
の
説
明
が
あ
っ
た
（
関
係
衰
料
松
田
雄
一、

近
藤
信
行
、
宗
実
慶
子
、

は
1
2ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
。
大
森
薫
雄
、
中
世
古
隆
司
、
田
中
弘

収
入
の
部
で
は

、

新
入
会
員
を
例
年
美

、

安
間
荘
、
佐
々
木
豊
喜
、
越
智
英

通
り
二
百
名
と
し
て
入
会
金
収
入
を
計
夫
（
以
上
再
）、
広
羽
清
、
山
田
二
郎

、

上
し

た
。
会
費
収
入
は
会
費
値
上
げ
に
小
倉
葦
子
、
大
品
輝
夫
、川
上
隆
、
杉

よ

る
増
加
分
、
事
業
収
入
は
前
年
度
並
野
目
浩、

日
下
田
実

、

山
野
井
武
夫

、

み
、
雑
収
入
は
受
取
利
息
が
減
少
し
て
平
林
克
敏

、

中
品
寛
、
沢
村
幸
蔵
（
以

の
つ
ど
い
お
宮
崎
』
が
高
千
穂
で
開
催
さ
れ
、
成
功
裡
に

終
了
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
越
後
支
部、

信
濃
支
部
が
支

部
設
立
四
十
周
年
、
岐
阜
支
部
が
十
五
周
年
を
迎
え
て
記

皆
さ
ん
本
日
は
六
十
二
年
度
通
常
総
会
に
出
席
を
い
た
念
行
事
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

だ
き
ま
し
て
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
昨
年
の
総
会
で
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
中
国
登
山
協

本
日

、

昭
和
六
＋
l
-年
度
の
総
会
を
開
く
に
あ
た
り
ま
会
よ
り
申
し
出
が
あ
っ
た
三
国
合
同
登
山
の
計
画
も
具
体

し
て
、
一
言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。
的
に
進
展
し

、

会
報
で
も
報
告
さ
れ
て
お
り
ま
す
よ
う

会
の
現
状
は

、

の
ち
ほ
ど
会
務
報
告
が
ご
ざ
い
ま
す
に
、
中
国

、

日
本、

ネ
パ
ー

ル
一1一
国
の
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
／

が
、
三
月
末
、

会
員
数
は
四
ニ
―
0
名
、
新
入
会
員
二
0

サ
ガ
ル
マ
タ
交
差
縦
走
登
山
を一
九
八
八
年
五
月
に
行
な

六
名
、
復
活
会
員

一
三
名
、
物
故
・

退
会
会
只

一
0
四
名
う
こ
と
で

、

今
年
の
二
月
二
十
四
日
、
北
京
に
お
い
て
一
1一

で
、
昨
年
よ
り

l
一
五
名
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が、

昨
国
合
同
登
山
諮
定
書
の
調
印
を
終
え

、

具
体
的
な
実
施
作

年
度
は
平
沢
亀

一郎
名
誉
会
員

、

村
井
米
子
名
誉
会
員

、

業
に
入
っ
て
お
り
ま
す
。

中
屋
健
式
名
誉
会
員、

金
坂
一
郎
監
事
が
亡
く
な
ら
れ
た
こ
の
三
国
合
同
登
山
は
日
本
山
岳
会
と
し
ま
し
て
も
成

の
を
は
じ
め

、

物
故
者
が
二
四
名
お
ら
れ
ま
す
。
の
ち
ほ
功
さ
せ
る
た
め
に
慎
重
に
準
備
を
す
す
め
て
お
り
ま
す

ど
物
故
者
に
対
し
ま
し
て
黙詔
致
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

が
、

会
員
各
位
の
ご
協
力
と
ご
支
援
が
必
要
で
あ
り
ま

一
昨
年
の
六
十
年
は
日
本
山
岳
会
創
立
八
十
周
年
記
念
す
。
登
山
に
必
要
な
経
費
に
つ
き
ま
し
て
は

、

読
売
新
聞

行
事
で
終
始
し
ま
し
た
が、

昨
年
の
六
十
一
年
も
立
教
大
社
、
日
本
テ
レ
ビ
よ
り
出
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す

学
の
ナ
ン
ダ
・

コ
ー
ト
登
頂
五
十
周
年
の
年
で
あ
り

、

戦
が

、

そ
れ
だ
け
で
は
不
充
分
で
あ
り、
一
部

、

外
部
か
ら

後
初
の
日
本
山
岳
会
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
で
あ
っ
た
マ
ナ
ス
寄
付
を
受
け
る
よ
う
募
金
計
画
を
し
て
お
り
ま
す
。
会
員

ル
登
頂
―
―
-
＋
周
年
の
年
で
も
あ
り
ま
し
た

。

私
も
三
十
年
各
位
か
ら
の
募
金
も
計
画
し
て
お
り
ま
し
て、

会
員
各
位

ぶ
り
に
マ
ナ
ス
ル
の
ベ
ー

ス
キ
ャ
ン
プ
ま
で
ト
レ
ッ
キ
ン
に
対
す
る
お
願
い
を
近1
3
中
に
会
報
な
ど
に
出
す
予
定
に

グ
し
て
参
り
ま
し
て

、

た
い
へ
ん
感
概
深
い
も
の
が
あ
り
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
が
た
の
ご
協
力
を
お
願
い
申

ま
し
た
。

し

上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
六
月
に
は
ボ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
冬
季
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
総
会
諮
題
と
致
し
ま
し
て
、
六
十
一
年
度
事
業
報
告
収

で
目
党
ま
し

い
活
臨
を
し
て
お
ら
れ
る
岳
人
が
七
名
来
日
支
決
箕
報
告、

ま
た
六
十
二
年
度
事
業
計
画
案
、
収
支
予

さ
れ
ま
し
て
、
交
流
を
は
か
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た。

ま
鉢
書
が
提
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で

、

充
分
ご
審
議
を
お

た
夏
に
は
松
本
市
で
国
際
ア
ル
ビ
ニ
ス
ト
大
会
が
開
催
さ
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
本
年
度
は
役
員
の
改
選
期
で
も

れ
八
ヵ
国
の
岳
人
が
集
り
、
国
際
交
流
が
は
か
ら
れ
ま
し
あ
り
ま
す
の
で

、

評
雖
員
会

、

理
事
会
か
ら
の
推
煎
の
あ

た
。
ま
た
海
外
登
山
で
は
東
京
煤
大
の
チ
ー
ム
が
コ
ン
ロ
り
ま
し
た
候
補
者
に
つ
い
て
は
、
皆
様
に
前
も
っ
て
ご
通

ン
山
脈
の
最
高
峰
七
一
六
七
＂g
七
初
登
頂
さ
れ、

ま
た
青
知
致
し
て
お
り
ま
す
が

、

よ
ろ
し
く
ご
審
鏃
い
た
だ
き
た

懇
委
で
は
ニ
ュ
ー

ジ
ー

ラ
ン
ド
の
マ
ウ
ン
ト

・

ク
ッ
ク
国
い
と
思
い
ま
す
。

際
キ
ャ
ン
。
フ
に
代
表
を
派
遣
し
て
お
り
ま
す

。

昨
年
の
総
本
年
度
の
地
方
プ
ロ
ッ
ク
懇
談
会
は
京
都
支
部
が
主
催

会
で
支
部
の
活
性
化
を
は
か
る
た
め
地
方
プ
ロ
ッ
ク
懇
談
し
て
下
さ
い
ま
す
が
、

本
年
＋
月
末

、

十
一
月
初
め
比
良

会
を
開
催
す
る
こ
と
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
し
た
が、

宮
崎
山
系
で
行
な
わ
れ
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
東

支
部
ほ
か
九
州
の
各
支
部
の
協
力
で
十一
月
に
『
九
州
山
京
で
も
年
次
晩
餐
会
に
は
全
国
よ
り
多く
の
会
員
が
参
集

通
常
総
会
で
の

今
西
会
長
挨
拶

(2) 
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上
新
）
の
四
十
二
名
は

、

異
厳
な
く
拍

手
を
も
っ
て
承
認
さ
れ
た
。

▽
第
四
号
議
案
は
昭
和
六
十
二
年
度
の

除
籍
対
象
者
名
簿(1
0ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

だ
が

、

謡
長
よ
り
、

折
角
入
会
さ
れ
た

の
で
あ
る
か
ら

、

会
究
を
納
入
し
、
会

員
資
格
を
継
続
す
る
よ
う

、

知
り
合
い

の
各
位
か
ら
説
得
を
お
願
い
し
た
い
と

要
請
が
あ
っ
た
。

以
上
で
審
議
は
終
了
し
た
が
、
散
会

す
る
前
に

、

新
任
・

再
任
の
理
事

、

監

事
、

評
議
員
の
紹
介
が
あ
っ
て
、
懇
親

会
が
開
か
れ
る
別
室
に
移
っ
た
。

懇
親
会
で
は
、
任
期
を
終
え
た
理

事
、

評
猫
員
へ
の
ね
ぎ
ら
い
の
挨
拶
が

今
西
会
長
よ
り
あ
り、

続
い
て
吉
沢

一

郎
名
誉
会
員
の
音
頭
で
乾
杯
し

、

午
後

八
時
を
回
っ
た
と
こ
ろ
で、

村
木
新
副

会
長
の
箇
単
な
就
任
の
挨拶
が
あ
り
お

開
き
と
な
っ
た
。

当
日
は

J
A
C

オ
リ
ジ
ナ
ル
製
品

（
オ
ル
ゴー
ル
1
1
四
千
円

、

ネ
ク
タ
イ

野
中
至
の
ピ
ッ
ケ
ル創
作

ウ
ェ
ス
ト
ン
の
春
期
富
士
登
頂
か
ら

僅
か
三
年
後
の
明
治
二
十
八
年
二
月
十

六
日

、

裔
山
気
象
観
測
の
先
党
者
野
中

、

、
、
、

、

、
、

、

至
が
単
独
で
厳
冬
期
の
富
士
初
登
頂
に

成
功
し
た
こ
と
は
、
日
本
の
登
山
史
に

鷲
異
的
な
記
録
を
残
し
た
。
野
中
は
富

士
絶
頂
剣
ケ
峰
に小
屋
を
建
て、

越
冬

気
象
観
測
を
行
な
う
計
画
を
抱
い
て
い

た
の
で

、

厳
冬
期
の
宮
士
山
頂
の
状
況

を
見
る
た
め
、

こ
の
登
山
を
試
み
た
の

で
あ
っ
た
。

一
月
四
日
の
第
一
回
登
山
の
際
は
、

、
、

堅
い
氷
営
面
で
鳶
口
が
破
損
し

た
た

め
、

五
合
目
か
ら
引
返
し
て
い
る
。
直

後
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
氷雪
期
の
登
山

広
瀬

ピ
ッ

ケ
ル

の

渡
来
と
製
作
（
中
）

潔

1
1
五
千
円

、

略
幸
1
1
五
百
円

、

正
章
I
I

五
百
円

、

T
シ
ャ
ツ
ー
ボ
ケ
ッ
ト
付
I
I

千
五
百
円

、

T
シ
ャ
ツ
ー
八
十
周
年
記

念
1
1
千
円

、

ペ
ー
パ
ー
ナ
イ
フ
ー
ハ
ー

ケ
ン
型
1
1
五
百
円
）
が
販
売
さ
れ
た
。

（記
事
・
岡
沢
祐
吉／

写
真
・

武
居
台
三
） 吉沢一郎名誉会員が乾杯の音頭をとる

挨

さ
れ
て
お
り
ま
す
が

、

今
後

、

地
方
で
開
催
さ
れ
ま
す
地

虹
方
プ
ロ
ッ
ク
懇
談
会
に
は
、
各
支
部
か
ら
多
数
の
会
員
が

4

参
加
し
て
く
だ
さ
り

、

地
方
支
部
の
活
性
化
を
は
か
る
よ

う
、

皆
様
が
た
の
ご
協
力
を
お
願
い
した
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
同
様
に

、

自
然
保
護
全
国
集
会
が
毎
年、

楊
所

ヽ

[
 

に

「
日
本
古
来
の
鶴
嘴
」
の
よ
う
な
も

の
を
使
っ
て
い
る
と
聞
き
伝
え
た
の

、
、

で
、

第
一
回
の
経
験
か
ら
鶴
嘴
を
改
造

し
て

、

独
創
的
な
杖
を
考
案
し
た。
鍛

冶
屋
に
作
ら
せ
て、

第
二
回
登
山
に
使

用
、

登
頂
に
成
功
し
た
の
で
あ
っ
た。

こ
の
杖
は
そ
の
後
御
殿
場
郊
外
滝
河
原

の
野
中
邸
屋
根
裏
物
樅
に
所
蔵
さ
れ
て

い
た
が
、
大
正
十
二
年
の
関
東
大
震
災

の
時

、

建
物
と
と
も
に
壊
滅
し
て
終
っ

た
の
は
惜
し
い
。

大
正
十
四
年
以
来
鎌
倉
在
住
の
広
瀬

潔
は

、

茅
ケ
崎
や
逗
子
に
隠
棲
し
て
い

た
晩
年
の
野
中
至
を
し
ば
し
ば
訪
れ
、

椀
1
1
3談を
聞
い
た
際

、

本
人
に
そ
の
杖

の
「
記
箆
凶
」
を
描
い
て
見
せ
て
買
っ

た
と
こ
ろ

、

現
在
の
ピ
ッ
ケ
ル
と
ほ
ぼ

同
じ
形
な
の
に
驚
い
た
。

広
瀬
潔
は
昭
和
九
年
八
月
発
表
し
た

論
文
「
氷
雷
期
富
士
登
山
の
文
化
史
的

考
察
」
の
な
か
で

、

こ
の
杖
の
こ
と
を

「
独
創
的金
具
付
登
山
杖
（
現
代
の
ビ
ッ

ケ
ル
と
ほ
ぼ
同
型

、

但
し
ビ
ッ
ク
は
著

し
く
短
し
）
」
と
記
述
し
て
い
る
。

こ

れ
を

「
国
内
製
作ピ
ッ
ケ
ル
第
一
号
」

と
み
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
但
し
野

中
は
当
時
「
ビ
ッ
ケ
ル
」
と
い
う
名
称

を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、
登
山
記
に
は

単
に
「
鶴
嘴
」
と
書
い
て
い
る
が
。

（
付
記
）
野
中
至
は
そ
の
年
の
夏
、
山
頂
剣

ム
を
？
空
グ
‘
‘
、
色
発
ぇ
怜
＂
ク
う

を
変
え
て
行
な
わ
れ

、

各
地
で
の
自
然
保
設
活
動
の
推
進

を
計
っ
て
お
り
ま
す
の
で

、

多
く
の
会
員
の
参
加
を
お
願

い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
会
員
各
位
の
ご
協
力
を
お
願い
し
て
私
の
挨

拶
と
致
し
ま
す
。

ヶ
蜂
に
私
設
気
集
観
測
小
屋
を
建
て

、

食
料

・

寝
具
・

衣
服
・

燃
料
・

器
械
そ
の
他
一
年

間
の
滞
頂
に
必
要
な
物
資
を
運
び
上
げ、

九

月

三
十
日
登
山、

観
測
を
開
始
し
た
。
千
代

子
夫
人
も
単
独
山
頂
に
留
る
夫
の
身
を
按

じ
、

自
ら
意
を
決
し

て
三
歳
の
女
児
を
祁
里

に
残
し
て
、
十
月
十
二
H

に
登
山
、
夫
を
扶

け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し
間
も
な
く
涵

山
病
に
か
か
り
ひ
と
月
苦
し
ん
だ
が、

そ
の

後
、

夫
の
野
中
も
同
病
に
冒
さ
れ
、
と
も
に

苦
難
の
な
か
で
、

相
扶
け
合
い
観
測
を
続
け

て
い
た
。
十
二
月
＋
―-
日山
麓
玉
穂
村
村
長

と
強
力
が
様
子
を
見
に
小
屋
に
辿
り
つ
く

と
、

野
中
は
す
で
に
甜
重
く
膝
に
藁
を
当
て

い
ざ
り
な
が
ら
観
測
を
絞
け
て
い
る
惨
状
を

目
撃
し
て
、
下
山
後
各
方
面
に
急
を
告
げ

た
。
文
部
・

内
務
両
省
の
指
令
で、
中
央
気

象
台
の
和
田
雄
治
技
師
が
率
い
る
救
難
隊
が

組
織
さ
れ、

十
二
月
二
十
一
日
登
頂
し
て
夫

衰
を
救
出
し
た
。
野
中
は
下
山
の
途
中
強
力

の
背
に
負
わ
れ
た
ま
ま
人
事
不
省
に
陥
っ
た

が
、

ひ
と
晩
八
合
目
小
屋
で
手
当
を
受
け
て

意
識
を
取
り
戻
し
、

翌
日
無
事
下
山
、

東
大

か
ら
派
遣
さ
れ
た
三
浦
謹
之
助
教
授
の
治
療

を
受
け
た
。
後
年
野
中
至
の
「
第
一
回•第

二
回
の
登
山
記
」「滞
頂
記
」、

千
代
子
夫
人

の

「英
蓉
日
記
」
「
和
歌
集
」
を
初
め、

多

く
の
作
家
の
、

こ
れ
を
主
題
に
し
た
小説
や

戯
曲
が
残
さ
れ
、

演
創
化
や
映
画
化
が
行
な

わ
れ
て
い
る
。
深
田
久
弥
は
「
明
治
二
十
八

年
と
い
え
ば、

わ
が
登
山
界
に
”
冬山
“
と

い
う
概
念
は
お
ろ
か、

よ
う
や
く
志
賀
重
品

の
”
日
本
風
呆
論
、
が
出
て
登
山
の
風
潮
が

起
り
か
け
た
ば
か
り
の
頃
で
あ
る
」
と
述
べ

て
い
る
が

、

そ
の
当
時

、

野
中

至
の
厳
冬
期

富
士
単
独
初
登
頂
が
行
な
わ
れ、

ま
た
夫
要

の
秋
し
冬
期
八
十
二
日
間
の
滞
頂
が
実
行
さ

れ
た
こ
と
は
驚
異
に
値
す
る
（
日
本
山
岳
会

創
立
よ
り
十
年
も
前
の
こ
と
だ
）
．

小
島
鳥
水
と
ピ
ッ
ケ
ル

明
治
三
十
五
年
槍
ヶ
岳
に
登
っ
た小

島
烏
水
は
そ
の
翌
三
十
六
年

、

岡
野
金

次
郎
と
と

も
に
初
め
て
ウ
ェ
ス
ト
ン
宅

を
尋
ね
て
い
る
。
（
ウ
ェ
ス
トン
は
そ

の
時
す
で
に
十
一
年
前
に
槍
ヶ
岳
登
攀

を
す
ま
せ
て
い
た
）
。
小
島は
壁
に
か

か
っ
て
い
る
一
本
の
明
晃
々
と
し
た
ビ

ッ
ケ
ル
を
見
て
感
激し
、
「

一振
り
の

名
刀
の
如
く
に
そ
の
ビ
ッ
ケ
ル
を
み

た
。
ウ
ェ
ス
ト

ン
の
登
山
魂
を
こ
こ
に

み
る
よ
う
な
気
が
し
た
。
私
が
ピ
ッ
ケ

ル
と
い
う
も
の
を
み
た
最
初
であ
る
」

と
、

後
に
「
山
の
風
流
使
者
」
の
な
か

に
害
い
て
い
る
。
ウ
ェ

ス
ト
ン
の
ピ
ッ

ケ
ル
を
最
初
に
見
た
「
日
本
の
登
山

家
」

は
烏
水
だ
っ
た
の
だ
。

（付
記
1

)

ビ
ッ
ケ
ル
を
手
に
握
る
烏
水
の
戯
画

(3)  
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な
っ
て
終
っ
た
」
と
。
惜
し
い
こ
と
だ
。
今

残
っ
て
い
た
ら

当
然
附
物
館
行
き
だ
っ
た
の

こ
。
~
 

帰
国
後
、

店
水
は
余
り
山
登
り
を
し
て
い

な
か
っ
た
し
、
そ
の
頃
か
ら
優
秀
な
国
臼
産

特
殊
鋼
ビ

ッ
ケ
ル
」
（後
記
山
内
・

門
田
）

が
出
始
め
て
い
た
の
で、

所
持
の
古
物
を
経

く
み
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

小
杉
未
醒
のピ
ッ
ケ
ル
絵

小
島
烏
水
の
ピ
ッ
ケ
ル
戯
画
以
前、

藍
，
量..

 

1,
. 

漫
画
家
小
杉
未
醇
が
明
治
四
十
年
発
行

の
「
山
岳
」
（
第
二
巻
第
一
号
）
の
表

紙
に
「
二
人
の
登
山
家
の
姿
」
を
画
い

て
い
る
。
ア
ル
ペ
ン
・

ス
ト
ッ
ク
の
よ

う
な
も
の
を
杖
に
つ
き、

腰
に
ロ
ー

プ
、

ル
ッ
ク
の
上
に
ビ
ッ
ケ
ル
を
差

し
、

チ
ロ
ル
風
の
釦
子
を
被
っ
て
い

る
。こ

の
よ
う
に
明
治
四
十
年
代
に
は
早

く
も

「
ビ
ッ
ケ
ル
」
の
絵
が
登山
界
に

現
れ
て
い
た
。

（以
下
次
号
）

明
治
四
十
五
年
発
行
の
小
品
烏
水
若
「
日

本
ア
ル
プ
ス
」
（
第三
巻
）
に
は
茨
木
猪
之

吉
が
描
い
た
「
ピ
ッ
ケ
ル
を
握
っ
た
烏
水
の

画
」
が
載
っ
て
い
る
が、
そ
の
頃
、

烏
水
は

ま
だ
。
ヒ
ッ
ケ
ル
を
使
っ
た
山
登
り
を
し
て
い

な
か
っ
た
か
ら
、

ビ
ッ
ケ
ル
は
持
っ
て
い
な

か
っ
た
筈
。

（
西
岡
一
雄・
近
藤
信
行
同
説
）
．

だ
か
ら
茨
木
画
伯
の
作
品
は
「
戯
画
」
だ
っ

た
、
と
思
う
。

（
付記
2
)

そ
の
後
、

烏
水
が
入
手
し
た
．
ヒ
ッ
ケ
ル

そ
れ
か
ら
間
も
な
く

（
大
正
四
年
ア
メリ

カ
ヘ
転
勤す
る
前
に
）、

烏
水
は
高
野
鷹
蔵

の
紹
介
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
翰
入
ビ
ッ
ケ

ル
を
手
に
入
れ
て
い
る
。
島
水
の
子
息
で
当

時
少
年
だ
っ
た
隼
太
郎
は
そ
の
ピ
ッ
ケ
ル
に

「
ラ
イ
オ
ン」
の
マ
ー
ク
が
つ
い
て
い
た
、

と
記
低
し
て
い
る。

ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
烏
水
は
、

別
に
同
地

で
長
柄
の
ビ
ッ
ケ
ル
を
買
っ
て、

滞
在
中
、

氷
河
の
あ
る
多
く
の
山
々
で
使
っ
て
い
る
。

現
に
フ
ッ
ド
山
で
そ
れ
を
携
え
て
い
る
烏
水

の
写
真
も
残
っ
て
い
る
。・

ヒ
ッ
ケ
ル
は
伽
困

の
際
持
ち
僻
っ
た
が、

隼
太
郎
の
話
で
は

、

「
当
時
の
ア
メ
リ
カ
物
は
ま
だ
鋳
物
製
の
粗

末
な
も
の
だ
っ
た
の
で、

前
記
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

製
の
も
の
と
い
っ
し
ょ
に
、

家
庭
で
薪
割
り

な
ど
に
使
い
、

結
局

、

行
方
が
分
か
ら
な
く

報
告
・
ー
講
演
会

一
「
厳
冬
期
の
白
頭
山
を語
る
L

〔
昭
和
六
十
二
年
四
月
二
十
七
日
（
月
）‘

一
に
て
。
講
師
高
橋
通
子
氏

、

粁
懇
委
•

海
外

十
八
時
三
十
分
よ
り、

日
本
山
岳
会
集
会
室
委
共
催
〕

,
 

••••••
•••••
••......••

•.•••••
.•••..•
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,
 

世
界
的
な
潮
流
と
い
う
こ
と
は
知
っ
て
い
ま
す
が、

わ
れ

i

わ
れ
は
危
険
を
犯
し
た
く
は
な
い
の
で
す
。
使
わ
な
く
て

”

幻
儲
⑩
圃

も
済
む
人
は
使
わ
な
い
か
も
し
れ
な
い
が、

原
則
は
酸
索

~

i

ソ
連
隊
の
カ
ン
チ
縦
走
計
画

使
用
で
す
」

登
山
隊
は
三
十
人
か
ら
成
り、

う
ち
十
人
は
医
師

、

卜

i

~

「
再
び
ヒ
マ
ラ
ヤ
ヘ
！

」
ー
旅
や
冒
険
の
世
界
を
紹

レ
ー
ナ
ー
、
映
画
撮
影
な
ど
の
ス
タ
ッ
フ、

登
は
ん
メ
ン

i

~
介
し
て
い
る
ソ
連
の
月
刊
誌
「
ツ
ー

リ
ス
ト
」
五
月
号
に
バ
ー
は
二
十
人
と
い
う
。
最
強
の
メ
ン
バ
ー
を
選
び
出
すi

、
る
。
た
め
に
こ
の
冬
に
は
コ

ー

カ
サ
ス
の

山
に
四
十
人
の
登
山
~

~
こ
ん
な
見
出
し
の
記
事
が
載
っ
て
＞

リ
ー
ド
は
こ
ん
な
具
合
。

「

エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
の
勝
利
の
家
を
集
め
て
訓
線
合
宿
を
し、

六
月
か
ら
七
月
に
か
け
て

~

ミ

ー

ル
の
山
で
メ
ン
バ
ー

選
考
の
た
め
の
新
た
な
合
~

i
嵐
か
ら
五
年、

ソ
連
の
ア
ル
ビ
ニ
ス
ト
た
ち
が
カ
ン
チ
ェ
は
パ

i
ン
ジ
ュ
ン
ガ
を
目
指
し
て
い
る
」
。
た
ま
た
ま
モ
ス
ク
ワ
宿
を
し
て
い
る
は
ず
だ
。

＂

~

を
訪
れ
る
機
会
が
あ
っ
た
の
で、

記
事
の
中
で
カ
ン
チ
ェ
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
の
時
女
性
は
い
な
か
っ
た
が

、

カ
ン
チ

"

i
ン
ジ
ュ
ン
ガ
計
画
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
国
家
山
岳
指
苺
ェ
ン
ジ
ュ
ン
ガ
で
は
目
下
四
人
の
女
性
ク
ラ
イ
マ
ー
が
候

i

i
員
（
こ
の
肩
布
を
持
つ
者
は
ソ
連
に
一
人
し
か
い
な
い
）
補
に
あ
が
っ
て
い
る
。
一
二
十
か
ら
三
十
二
歳
と
い
ず
れ
も
~

~

の
B

・

シ
ャ
タ
ー

エ
フ
氏
に
会
っ
て
話
を
聞
い
た
。
登
り
盛
り
（
そ
ん
な
言
い
方
が
許
さ
れ
る
な
ら
）
。
中
で
も

i

i

八
四
年
の
日

本
山
岳
会
隊
も
成
し
え
な
か
っ
た
、

南
峰
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
の
エ
カ

テ
リ
ー
ナ
・

ベ
レ
ッ
カ
ヤ
は
、
~

i
（
八
四
九
一
＂い
）、

中
央
峰
（
八
四
七
八
"
5
)、

主
峰

（
八
コ
ム
ニ
ズ
ム
蜂
（
七
四
五
＂
い
）
な
ど
ソ
連
の
四
つ
の
七
千i

i
五
九
八
ど

、

そ
し
て
西
峰
（
八
五
0
五
＂
い）
の
完
全
縦
＂

＂
峰
に登
っ
た
者
に
与
え
ら
れ
る
「
ス
ニ
ェ
ー
ジ
ュ
ヌ
イ

~

~

走
が

、

ソ
連
隊
の
ね
ら
い
で
あ
る。

「
（
中
央
峰か
ら
い
っ

・

バ
ル
ス
（
雪
ひ
ょ
う
）
」
の
称
号
を
持
つ
。

i
た
ん
下
っ
た
J

A
C
隊
の
よ
う
に
）
途
中
ト
ラ
ヴ
ァ
ー

ス
「
こ
の
合
宿
で
は
ホ
フ
ロ
フ
峰
か
ら
コ
ム
ニ
ズ
ム
峰
ま

i

ー
ト

・

i
せ
ず
ま
っ
す
ぐ
リ
ッ
ジ
を
登
っ
て
い
き
た
い
」
と
十
年
ぶ
で
の
縦
走
を
課
題
と
し
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
難
し
い
ル

i
り
に
会
っ
た
シ
ャ
タ
ー
エ
フ
氏
は
言
っ
て
い
た
。
で
す
よ
」

i

―九
八
二
年
、

初
め
て
ネ
パ
ー

ル
・

ヒ
マ
ラ
ヤ
を
訪
れ
ち
な
み
に
四
つ
の
七
千
＂
ぃ
峰
と
は
コ
ム
ニ
ズ
ム
の
ほ
かi

i
た
ソ
述
の
山
男
た
ち
が
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
を
南
西
壁
左
の
新
ポ
ベ
ー
ダ
（
七
四
三
九
”
い
）

、

コ
ル
ジ
ニ
ェ

フ
ス
か
ヤ
（
七

i

i
ル
ー
ト
か
ら
西
稜
経
由
で
登
っ
た
時
の
強
さ
は、

力
に
あ

一0
五
＂り
）、
レ
ー
ニ
ン
（
七
一
三
四
＂い
）各
峰
の
こ
と
で

、

i

・

ふ
れ
て
と
い
う
か
そ
れ
ま
で
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
登
り
方
と
一
こ
れ
ま
で
に
百
八
十
六
人
が
四
峰
登
頂
を
果
た
し
て「雪

i

~
味
違
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
固
定
ザ
イ
ル
、

酸
索
を
使
い

、

ひ
ょ
う
」

称
号
を
授
与
さ
れ
て
い
る
。
う
ち
女
性
は
八
人
~

だ
そ
う
だ
。

i
決
し
て
前
衛
的
と
い
う
登
攀
で
は
な
か
っ
た
が、

十
二
人

~
の
登
染
メ
ン
バー
中
、
十

一
人
ま
で
が
こ
の
難
ル
ー
ト
か
こ
の
春
に
は
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
隊
の
ベ
ル
シ
ョ
フ
以
下
六

~

~

ら
頂
上
に
立
ち

、

勝
利
を
誇
示
し
た
の
で
あ
る。

人
が
ネ
パ
ー
ル
に
行
き、

偵
察
を
済
ま
せ
て
き
た
。
中
央

i

ジ
ュ
ン
蜂
か
ら

主
蜂
へ
の
ダ
イ
レ
ク
ト
登
高、

主
峰
か
ら
西
峰
ヘ

~

~

一
九
八九
年
に
予
定
さ
れ
て
い
る
カ
ン
チ
ェ
ン

i
ガ
で
も
全
山
縦
走
は、

可
能
性
の
段
階
で
は
な
く
す
で
に
の
リ
ッ
ジ

・

ト
ラ
ヴ
ァ
ー
ス
な
ど
J

A
C

隊
が
果
た
せ
な

i

i
現
実
の
も
の
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。
今
度
か
っ
た
カ
ン
チ
縦
走
の
核

心
部
を
ど
う
こ
な
す
か

、

楽
し

~

i
も
酸
素
は
携
行
し

、

万
全
を
期
す
と
い
う
。
「
無
酸
素
が
み
で
あ
る
。
（

江
本
嘉
伸
）

i
(4) 



朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
に
な
っ
れ
、

山
麓
に
は
野
外
活
動
の
た
め
の
山
面
図書紹
介

て
初
め
て
厳
冬
期
の
登
山
が
許
さ
れ

、

小
足
も
非
常
に
立
派
な
も
の
が
で
き
て
』
T
r
e
k
kin
g

in 
th
e
 
I
nd
i
a
n
-

~
 

高
橋
通
子
隊
長
と

、
カ
モ
シ
カ
同
人
の
い
た
。
今
回
の
登
山
隊
は

、
金
剛
山、

一
一H

i
m
a
r
a
y
a

~
 

メ
ン
パ
ー

が
白
頭
山
や
そ
の
他
の
山
へ
白
頭
山

、

妙
香
山
を
目
的
と
し
た
。
最

》

血

b
y
G
.
 W

e
a
r
e
nn 

登
頂
さ
れ
た
が

、

そ
の
折
の
V
T
R

を
初

、

金
剛
山
に
登
っ
た
が
、
二
月
の
営
｝
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
ガ
イ
ド
プ
ッ
ク
は
今

ま
じ
え

、

店
橋
さ
ん
の
お
は
な
し
を
飼
は
か
な
り
深
く

、

雪
崩
で
苦
労
し
た

-
で
は
珍
し
く
な
く
な
っ
た
が、

イ
ン

う
集
い
は

、

四
十
五
名
の
参
加
者
を
得
が

、

鉢
峰
か
ら
の
日
本
海
の
眺
め
は
素
｝
ド
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
も
の
は
こ
の
本
が
最

て
盛
会
で
あ
っ
た
。
睛
ら
し
か
っ
た
し

、

金
剛
山
で
の
フ
ィ
初
で
あ
る
。
著
者
は

十
年
以
上
イ
ン

私
が
こ

の
講
演
会
に
参
加
し

た
理
由
ナ

ー

レ
は
、

晴
天
に
恵
ま
れ
最
高
だ
っ
ド
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
歩
き、

ト
レ
ッ
キ
ン

は
、

ど
う
し
て
北
朝
鮮
の
山
々
に
登
る
た
。
白
頭
山
は

、

金
日
成
主
席
の
革
命
グ
会
社
も
経
営
し
て
い
る
。
ガ
ル
ワ

こ

と
が
出
来
た
の
か
非
常
に
不
思
議
に
の
胞
地
で
あ
り

、

戦
後

、

外
国
人
は
誰
ー
ル
以
西
の

主
要
コ
ー
ヌ
の
て
い
ね

思
っ
と
同
時
に

、

大
変
興
味
深
い
山
な
れ
も
登
っ
て
い
な
い
。
コ
ー
ス
は

、

鴨
い
な
紹
介
に
加
え
て

、

そ
こ
で
生
活

の
で
参
加
し
た
。
麻
橋
さ
ん
は

、

私
達
緑
江
の
源
流
を
さ
か
の
ぼ
り

、

頂
上
に
す
る
人
々
の
こ
と
や
歴
史
が
害
き
込

が
登
山
出
来
た
の
は
参
議
院
謡
貝
の
宇
至
る
コ
ー
ス
を
取
っ
た
。
山
麓
の
丸
太
ま
れ
て
い
て

、

地
城
を
知
る
上
で
も

都
宮
徳
馬
氏
の
甚
大
な
る
努
力
と
尽
力
小
届
ま
で
は
楽
に
入
る
こ
と
が
出
来
た
参
考
に
な
る
。
（
児
玉

茂
）

に
依
る
も
の
だ
と
話
さ
れ
た。
彼
女
は

が
、

森
林
限
界
付
近
か
ら
強
風
と
な

L
o
n
ely
P
lanet 1
9
8
6
 1
6
0
 p
,
 ｣
 4
.
 9
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呻

ほ
ろ
び
ゆ
く
プ
ナ
の
森
一

氏
の
姪
で
あ
る
。

過
去
十
二
年
側
に
十
り

、

地
吹
雪
で
視
界
が
き
か
な
く
な
り

一

回
に
亘
る
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
を
実
施
し、

非
常
に
苦
労
し
た
が

、

人
民
軍
兵
士
な

し
よ
う
く
ん
ほ
9

工
藤
父
母
道
著
一

八
回
の
登
頂
成
功
と、

無
事
故
の
実
絞
ど
に
見
守
ら
れ

、

主
峰
将
軍
峰
頂
上
に

皿

を
持
つ
莉
橋
さ
ん
を
隊
長
と
す
る
登
山
九
名
の
全
隊
員
が
立
つ
こ
と
が
出
来

＂

を
通
し

て
、

日
朝
友
好
親
善
を
計
る
こ
た
。
最
後
の
山、

妙
香
山
で
は

、

地
元
”
ジ
ャ
パ
ン

・

パ
ッ
シ
ン
グ
I
I
な

と
は
大
い
に
意
義
が
あ
る、

と
考
え
ら
の
人
達
が
大
歓
迎
し
て
く
れ

、

除
術
を
ど
と
い
う
営
葉
が
日
本
の
新
聞
に
出

れ
た
宇
都
宮
氏
が、

金
日
成
氏
に
親
杏
し
て
く
れ
た
が

、

登
山
道
を
避
け、

氷
て

く

る
世
の
中
に
な
っ
て
し
ま
っ

を
送
り
、
金
日
成
氏
か
ら
許
可
が
降
瀑
を
登
っ
た
。
ピ
ッ
ケ
ル

、

ア
イ
ゼ
ン
た
。
経
済
効
率
一
本
槍
で
ワ
キ
目
も

り
、

登
山
を
す
る
こ
と
が
出
来
た
と
い
も
よ
く
効
き、

大
変
快
適
で
た
の
し
い
ふ
ら
ず
に
す
す
ん
で
き
て

、

ふ
と
気

が
つ
け
ば
こ
の
あ
り
さ
ま
。
な
に
か

叩認
う
点
を
高
橋
さ
ん
は
強
開
さ
れ
て
い
登
山
が
出
来
た

。

た
。
（
当
夜
講
演
会
に
参
加
の

中
保
氏
記
）
と
ん
で
も
な
い
大
事
な
も
の
を

、

は

物便螂

北
鮮
の
人
々
の
登
山
熱
は
非
常
に
盛

わ
か
み
・
）

る
か
後
ろ
に
似
き
忘
れ
て
き
てし
ま

頭

奥
秩
父
若
御
子
山

ん
で
あ
る
が

、

ス
ボ
ー
ツ
的
登
山
で
は
っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
そ
し

(
6
1年
度
さ
よ
な
ら
山
行

第

62
.
3

.
29
)
 

2
0
な
く

楽
し
み
の
登
山
で
あ
って
、
厳
冬

r

期
に
登
る
こ
と
は
決
し
て
な
い
そ
う
西
武
秩
父
線
か
ら
秩
父
鉄
道
へ
の
乗

．

だ
。
し
か
し、

山
道
は
非
常
に
整
備
さ
婦
人
懇
談
会
り
継
ぎ
は
時
刻
表
の
上
で
は
間
に
合
う

7
 

8

筈
な
の
だ
が

、

全
力
で
走
り
な
が
ら
そ

1
9
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~
~
の
間
に
あ
る
踏
切
に
遮
ら
れ
て、

タ
ッ

5
0
5ニ
。
年
も1
4
2＂
~

叉
〖
い
ま
し
ょ
うt
チ
の
差
で
発
車
を
見
送
る
こ
と
に
な
っ

山

に
・り3
＄̀
｀
ぶ
8
8

§

‘̂
＾
＾
'
ぐ
姿
・
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,
g
.＂t
g
.

x`
3
%
;
g
.
‘
m
＄
・
9，
．
、
さ‘
r
,．
ヽ
・;
3
‘

、
3

・に

た
。

取
り
残
さ
れ
た
駅
梢
内
の
展
示
場
で

思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
秩
父
銘
仙
の
反

物
を
貿
う
羽
目
に
な
っ
た
の
は
誰
か
の

陰
謀
に
ち
が
い
な
い

、

き
っ
と
。

浦
山
川
の
予
想
以
上
に
深
い
ゴ
ル
ジ

ュ
状
の
谷
は、
遠
か
ら
ず
竜
神
伝
説
と

て
、

い
ま
ま
た
戦
き
去
り
に
さ
れ
よ
う

と
し
て
い
る
大
事
な
も
の
の
一
っ
が
プ

ナ
の
森
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
山
を

、

特
に
凋
東
北
部
や
東
北
の
山
を
歩
い
た

こ
と
の
あ
る
人
な
ら
、
残
雪
期
の、

夏

の
、

秋
の
プ
ナ
の
森
の
美
し
さ
を
忘
れ

る
こ
と
は
な

い
だ
ろ
う
。

日
本
は

、

西
日
本
の
平
野
部
を
除
い

て
、

か
つ
て
は
ブ
ナ
の
王
国
だ
っ
た
と

こ

の
本
は
語
る
。
プ
ナ
の
持
つ
は
か
り

知
れ
な
い
価
値
が

、

確
た
る
将
来
設
計

も
思
想
も
な
し
に
乱
伐
さ
れ、

「
役
に

立
た
な
い
」
も
の
と
し
て
他
の
単

一
の

樹
木
に
変
え
ら
れ
て
ゆ
く
そ
の
お
そ
る

し
さ
が

、

屈
肌
だ
っ
ょ
う
な
お
も
い
で

こ
の
本
か
ら
伝
わ
っ
て
く
る
。

「
こ
の
国
か
ら

―
つ
の
種
が
消
え
て

ゆ
く

こ
と
は

、

と
り
も
な
お
さ
ず
私
た

ち
自
身
の
末
来
へ
つ
な
が
る
糸
が、
一

本
切
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
ほ
か
な
り
ま

せ
ん
。
…
…

人
の
思
想
・

信
条
や
価
値

感
が
画
一
化
さ
れ
た
時
代
が
危
険
で
あ

っ
た
よ
う
に

、

そ
れ
は
自
然
に
つ
い
て

も
同
様
の
こ
と
が
い
え
ま
す
」
と
工
藤

氏
は
訴
え
る
。

「
自
然
や
伝
統
的
生
活

文
化
を
大
切
に
し
な
い
文
明、
一
次
産

業
を
大
切
に
し
な
い
国
は

、

や
が
て
ほ

ろ
ぶ
こ
と
を
歴
史
は
私
た
ち
に
教
え
て

い
ま
す
」
と
い
わ
れ
れ
ば、

い
ま
日

本
の
プ
ナ
の
森
が
か
か
え
て
い
る
問

題
が

、

山
歩
き
の
趣
味
の
段
階
を
越

え
て
大
き
く
私
た
ち
の
前
に
の
し
か

か
っ
て
く
る
。
そ
れ
は

、

私
た
ち
の

山
歩
き
の
た
の
し
み
を

、

そ
し

て
よ

り
大
き
な
私
た
ち
の
生
活
の
将
来
を

も
支
配
し
て
く

る
黒
い
影
に
ほ
か
な

ら
な
い
こ
と
を
知
ら
さ
れ
る
。

一
九
八
六
年
九
月

、

岩
波
芯
店
刊

岩
波
プ
ッ
ク
レ
ッ
ト
定
価
二
五

0
円
（

大
森
久
雄
）ー

呻
松
方
三
郎
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

-
「
浮
世
絵
美
人
画
一

叩
名
品
展
」
カ
タ
ロ
グ

1
1
1

会
で
は
小
凡
烏
水
さ
ん
に
つ
づ
く

浮
世
絵
の
コ
レ
ク
タ
ー
、

故
•

松
方

三
郎
さ
ん
の
蒐
集
品
の
中

、

美
人
画

八
十
七
点
を
え
ら
ん
で、

五
月
に
東

京
で
ひ
ら
か
れ
た
展
究
会
の
目
録
で

あ
る
。
春
信
か
ら
国
貞
ま
で
柱
絵

、

9

ら
わ

団
扇
絵
を
加
え
た
も
の
。
図
録
の
末

頁
に
く

わ
し
い
年
詑
が
加
え
ら
れ
て

い
る
。

昭
和
六
十
二
年
五
月
一
日
浮
世

絵
太
田
記
念
美
術
館
八
七
頁

定
価
一

、

九
0
0
円
（
小
野
幸
）

ー
図
書
紹
介

i

共
に
ダ
ム
の
底
に
沈
む
と
い
う
。

地
図
に
は
載
っ
て
い
る
若
御
子
の
部

落
は

、

枝
打
ち
も
さ
れ
て
い
な
い
桧
や

杉
の
斜
面
と、

半
ば
土
に
遠
り
か
け
た

廃
屋
と
石
租
み
だ
け
に
な
っ
て
い
た
。

位
り
空
の
せ
い
も
あ
っ
て、

ほ
と
ん

(5) 
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ど
見
睛
ら
し
の
き
か
な
い
杉
林
の
中
を
あ
っ
て
秩
父
ワ
イン
で
戟
盃
゜

地
図
を
た
よ
り
に
登
る
。
武
甲
山
の
石
下
り
は
ワ
イ
ン
機
嫌
で
い
さ
さ
か
強

灰
採
掘
に
動
き
ま
わ
る
パ
ワ
ー
シ
ョ
ベ
引
に
薮
の
中
を
走
り
下
る
。

ル
の
音
が
聞
こ
え
て
く
る
。
山
は
新
芽
の
色
で
か
す
み

、

里
は
紅

踏
跡
の
は
っ
き
り
し
な
い
薮
こ
ぎ
の
梅
の
花
ざ
か
り
。
名
に
し
負
う
武
州
中

割
り
に
は
、

日
当
り
の
良
さ
そ
う
な
尾
川
の
枝
垂
れ
桜
は
車
窓
を
瞬
時
に
飛
び

根
に
幾
基
か
の
拘
が
祀
ら
れ
て
あ
り、

去
っ
て

、

秩
父
路
に
早
春
の
花
を
訪
ね

山
村
の
人
々
の
こ
の
山
に
抱
い
た
深
い
る
旅
は
終
っ
た
。

思
い
入
れ
が
見
る
者
の
心
に
も
伝
わ
っ
数
反
の
秩
父
銘
仙
が
池
袋
に
着
く
こ

て
く
る
。

ろ
は
雨
に
な
っ
て
い
た
。

頂
上
へ
は
思
っ
た
よ
り
早く
が
心
い
参
加
者

関
塚
貞
亨

、

織
田
沢
夫
要
、

た
。
こ
こ
も
杉
林
に
囲
ま
れ
て
見
睛
ら
野
崎
真
知
子、
梅
野
淑
子

、

早
川
瑞
璃

し

は
き
か
な
い
。
三
等
三
角
点
の
傍
で
子

、

門
井
照
子

、

松
永
康
子
（
係
）
佐

昼
食
。
婦
人
懇
談
会
の
年
度
末
山
行
と
藤
知
恵
子
（
九
名
）
（松
永
康
子
）

.......

......

...

.........

..

.......

....... 
、....... 
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・・
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・・

東
西
南
北

見
た
こ
と
は
あ
っ
た
が
こ
れ
だ
け
の
~

質
と
塁
は

、

初
め
て
で
あ
っ
た
。

木

~

I
 

r
黒
部
』

版
画
全
作
品
二
五0
点
余
と
い
い
、
~

i ＿
ー
岩
橋
崇
至
写
真
展
ー

i
会
場
と
会
期

そ
の

一
っ
―
つ
を
丹
念
に
見
て
い
た
~

i
8
月
2
0日
ー
2
5日
神

戸
・
三
ノ
ら
、
と
て
も
時
間
が
足
り
な
い
。
木

一

~

宮
さ
ん
ち
か
ギ
ャ
ラ
リ
ー

版
で
ど
う
し

て
こ
ん
な
色
調
が

、

と

i

i
8

月
2
8日ー
9

日
2

日
富
山

・

不
思
謡
に
思
え
る
よ
う
な
淡
い
色
が

~

i

西
武
デ
パ
ー
ト
こ
と
の
ほ
か
私
に
は
み
ご
と
な
も
の

~

i

そ
の
ほ
か
大
阪
、
名
古
屋
、
札
幌
に
思
え
た
。

~

i
に
て
附
催
の
予
定
。
展
示
作
品
を
収
録

し

た
『
吉
田
博

i

・
全
木
版
画
集
』
が
阿
部
出
版
（
東
i

一
吉
田
博

・

木
版
画
展
京
都
目
黒
区
上
目
黒
四
—

-i-
01

-
i

二
）
か
ら
発
行
さ
れ
て
い
る
。
定
価
~

（大
森
久
雄
）
~

. 

~

飛
騨
や
赤
石

、

さ
ら
に
は
ア
ル
プ
五
＼
0
0
円
。

~

ス
、

ロ
ッ
キ
ー

の
山
々
の
版
画
で
な

一じ
み
深
い
吉
田
博
の
作
品
展
が、

去

i
る
五
月
十
四
日
ー
ニ
＋
1
3、

東
京

、

~
上
野
の
森
美
術
館
で
開
か
れ
た。

i
す
で
に
吉
田
憾
の
版
画
は、

リ
ッ

i
カ
ー
美
術
館
ほ
か
で
過
去
に
何
回
か

`
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八
ケ
峰
へ
記
念
山
行

京
都
支
部

—— 
六
十

一
年
三
月
十
五
日

、

京
都
支
部

が
設
立
さ
れ

、

早
一
年
が
経
過
し
ま
し

た
。
四
月
四
日
に
京
都
府
北
桑
田
郡
美

山
町
の
民
宿
「
森
茂
」
（
会
員
森
茂
明

氏
経
営
）
で
六
十
一
年
度
の
支
部
総
会

が
開
か
れ

、

事
業
報
告

、

会
計
決
算

、

六
十
二
年
度
予
箕
案
な
ど
が
原
案
通
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
後
の
祝
宴
は

、

森
氏
ご
一
家
の

心
づ
く

し
の
料
理
と
今
西
錦
司、

谷
博

会
員
な
ど
か
ら
差
し
入
れ
の
酒
や
ビ
ー

ル
で
な
ご
や
か
に
進
み、

い
ろ
り
を
囲

ん
で
夜
遅
く
ま
で
話
が
は
ず
み
ま
し

た
。
吉
本
興
業
所
屈
の
会
員
大
畑
恵
宥

氏
（
芸
名
古
賀
せ
ん
専
太
郎
）
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ

ン
は
新
年
会
に
続
い
て
大
好

評
で
し
た
。

翌
五
日
は
福
井
県
境
に
あ
る
八
ヶ
峰

（
八
百
＂い）
へ
記
念
登
山
し、
初
夏
を

思
わ
せ
る
好
天
の
も
と
、
二
十
六
人
が

登
頂
し
ま
し
た
。

出
席
者

秋
野
子
弦

、

秋
野
弥
寿
子、

朝
倉
英
子

、

雨
宮
喬

、

阿
部
恒
夫

、

荒

木
真
弓

、

岩
坪
五
郎
、
岩
坪
玲
子
、
上

原
泰
行
、

遠
藤
慶
大、
大
西
康
郎

、

大

畑
恵
宥

、

小
田
孝

、

賀
品
増
造
、
川
見

博
美

、

久
我
良
房

、

久
我
文
子

、

近
藤

薫
、

酒
井
敏
明
、
酒
井
幸
子

、

坂
井
久

光
、

四
手
井
靖
彦

、

四
手
井
鞠
子

、

新

道
弘
之

、

杉
山
イ
タ
ル

、

莉
品
法
男

、

野
村
誠
人

、

伏
見
紀
子、

伏
見
耕
太

郎
、

伏
見
雷
子、

幣
内
典
男

、

森
茂

秋
田
支
部
総
会
報
告

—— 
昭
和
六
十
二
年
度
の
秋
田
支
部
総
会

は
、

去
る
四
月
十
八
日
午
後
三
時
よ

り

、

秋
田
市
の
協
働
社
ビ
ル
に
お
い
て

開
催
さ
れ
た
。

佐
々
木
常
務
委
員
の
開
会
の
こ
と
ば

に
始
り

、

岡
田
支
部
長
の
挨
拶
。
支
部

長
を
議
長
に
指
名
し
諮
事
は
進
行
さ
れ

た
。

◎
昭
和
六
十
一
年
度
事
業
報
告

◎
昭
和
六
十
一
年
度
決
算
監
査
報
告

◎
昭
和
六
十
二
年
度
事
業
計
画

山
行
（
春
・

東
鳥
海
山

、

秋
・
小
安

岳
）、

会
報
発
行

一
回

、

そ
の
他

◎
昭
和
六
十
二
年
度
予
箕
案

十
四
万
円
。
本
会
遠
元
費
の
増
収
に

よ
り
会
央
の
値上
げ
を
凍
結
。

◎
そ
の
他

束
北
シ
ン
ボ
岩
手
集
会
へ
の
参
加、

来
年
予
定
の
秋
田
集
会
地
を
泥
楊
温
泉

に
内
定
。
そ
の
他

◎
支
部
会
員
確
認

五
十
七
名
。
支
部
費
未
納
（
三
年

間
）
の
会
員
三
名
に
つ
い
て
は

、

各
種

案
内
・

資
料
等
の
送
付
を
差
止
め
る
。

以
上
承
認
さ
れ

、

続
い
て
役
員
改
選

に
入
り

、

懇
親
会
の
後、

午
後
七
時
過

ぎ
散
会
し
た
。

▽
新
役
員
は
次
の
通
り

支
部
長
（
岡
田
光
行
）、

副
支
部
長

（
福
田
文
―ー）、

常
務
委
員
（
佐
藤
兼

治
、

佐
々
木
民
秀
）、

委
員
（
進
藤
昭、

明
、

八
木
昭
二
、
横
田
明
男

、

（高
島
法
男
）

佐
藤
昭
義
、

藤
原
健、

北
林
嘉
鶴
子、

砧
橋
守

、

打
矢
道
雄
）、

監
事
（
柳
谷

正
義

、

子
吉
格
郎
）

（佐
々
木
民
秀
）

行
事
報
告

岩
手
支
部

支
部
総
会

—— 
八
七
年
度

、

新
役
貝
が
五
月
二
日、

遠
野
市
で
の
総
会
で
次
の
通
り
に
決
定

し
ま
し
た
。
（
ま
た
六
月
六
日、

東
北

地
区
集
会
の
実
行
委
員
も
兼
務
す
る
）

＊
支
部
長
佐
藤
敏
彦

＊
委
員

0
総
務
菊
地
修
身

、

肥
田
房
男

（
新）

〇
指
導
遭
対

小
野
寺
正
英

、

高
橋

後
紀

、

二
上
純

一
（
新
）

〇
科
学
石
村
実

、

中
谷
充

0
自
然
保
設
近
藤
有
炭
、
松
田
和

弘
（
新
）

0
地
区
鹿
野
松
男
、
関
口
宏

、

渡

辺
博
貼
（
新
）
立
花
幹
雄
（
新
）

宮
伸
穂
（
新
）

＊
監
事
田
鎖
寿

、

藤
岡
知
昭
（
新
）

か
ぬ
か
平
例
会
山
行

0
五
月
―
―日
、

エ
ゾ
エ
ン
ゴ
サ
ク
咲く

砥
森
山
へ

、

遠
野
市
海
老
藤
旅
館
泊

0
五
月
一―-1
3、

近
藤
有
艇
氏
夫
妻
の
先

達
で、

雨
中

、

枯
松
峠
よ
り
愛
染
山

往
復

、

前
夜
と
同
じ
宿

0
五
月
四
日

、

前
年
登
り
残
し
の、
ウ

サ
ギ
コ
ウ
モ
リ
の
棲
む
薮
山
の
大
開

山
登
山

参
加
者

阿
部
国
雄、

田
鎖
寿
、

菊
地

(6) 
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修
身
、
石
村
実、

石
村
日
漑
子

、

鹿
野

松
男
、

近
藤
有
脱

、

近
藤
シ
ズ
、
小
口

洋
右

、

佐
藤
正

、

和
田
庄
司

、

門
田
房

男
、

宮
伸
穂

、

松
田
和
弘

、

畠
山
優
、

佐
藤
紀
子

、

佐
藤
敏
彦

第
五
回
東
北
地
区
集
会

六
月
六
日
の
七
時
雨
山
荘
で
の
懇
親

会
は

、

ア
ル
フ
レ
ッ
ド
•

本
田
宏
彦
氏

（
岩
手
支
部
）
の
ア
ル
パ・
ケ
ー
ナ
の

タ
ベ
を
パ
ン
パ
な
ら
ぬ
田
代
平
牧
野

で
、

地
元
産

、

安
代
牛
の
バ
ー

ベ
キ
ュ

ー
と
、

会
員
手
作
り
の
酒、

岩
手
川

、

地
場
産
ホ
ッ
プ
入
り
の
朝
日
麦
酒

、

ま

た
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
の
畠
山
優
氏
の
フ

ラ
イ
ト
で
満
喫
し
た
。

六
月
七
日

、

1
1
3津軽
街
道
の
寺
田
・

車
ノ
走
峠
よ
り
権
現
山
を
へ
て
一
等
三

角
点
七
時
雨
山
頂
へ

、

記
念
逍
標
建
立

は
、

ポ
パ
イ
・
ニ
上純
一
氏
親
子
の
カ

に
よ
る
も
の
だ
。

下
山
の
の
ち
再
会
を

期
し
て
解
散
、

両
日
と
も
大
快
晴
に
恵

ま
れ
た
。

参
加
者
（
秋
田
）
岡
田
光
行、

進
藤
昭、

佐
藤
兼
治、
佐
々
木
民
秀、

佐
藤
昭
義
、
北

村
嘉
鵡
子、
福
田
光
子
、

打
矢
遊
雄
。

（
福
島
）
中
岨
正
夫
、

古
市
義
孝
、

相
模
八

郎
、

八
巻
和
男
、
清
和
良
隋、
野
地
克
也
、

笹
川
慶
子
。

（山
形
）
村
上
勝
太
郎、

水
沢
富
一
郎
、

阿

部
勇
作
。

（
宮
城
）庄
司
駒
男、

吉
野
禎
吉
、

千
田
早

苗
、

佐
々
木
豊
喜
、

遠
藤
昭
治

、

高
橋
功
、

吉
井
登
、
飯
塚
と
み
子
、

野
木
兄
一―
-、

相
沢

甚
平

、

熊
谷
正
志、

熊
谷
藤
子
。

（
北
海
道
）
平
野
明
、
柳
田
凍
子
。

（
東
京
）
井
村
桂
子
、
荒
本
正
弘
゜

（
地
元
岩
手
）
阿
部
国
雄
、
和
田
庄
司
、
佐

藤
正
、

桐
田
房
男
、

品
山
優
、
宮
伸
穂
、

ニ

北
海
道
支
部
総
会
は、

五
月
一＿＿
十
日

札
幌
駅
前
通
り
雪
印
．
ハー
ラ
ー

で
開
か

れ
、

昭
和
六
十
一
年
度
事
業
報
告、

収

支
決
葬
。
昭
和
六
十
二
年
度
事
業
計

画
、
収
支
予
算

、

支
部
二
十
周
年
記
念

事
業
推
進

、

支
部
役
員
選
任
案
が
、

満

場
一
致
承
認
さ
れ
た
。

こ

の
あ
と
懇
親
会
は
、
五
月
二
十
三

ー

ニ
十
五
日
大
雪
山
ス
キ
ー
脚
競
べ、

各
自
山
行
や
近
況
を
語
り
、
ビ
ー
ル
、

北
海
道
支
部
総
会

七時雨山荘と七時雨山

上
純
一

、

一
一
上
真一
（
六歳
）、

浅
野
新
一
、

関
口
宏
、

菊
地
修
身

、

近
藤
有
慶
、
小
野
寺

正
英

、

石
村
実、

石
村
日
滴
子

、

渡
辺
博

厄
、

刈
屋
敏
彦

、

立
花
幹
雄

、

鹿
野
松
男
、

須
々
田
秀
美
、
松
品
静
吾、

本
田
宏
彦

、

松

田
和
弘
、
佐
藤
紀
子、

佐
藤
敏
彦

、

他
一
名
、

以
上
六
十
名

（
佐
藤
敏
彦
）

（平
野

]
 

五
月
理
事
会

5

月
1
3日
午
後
6

時
3
0分

明
）

ス
コ
ッ
チ
ウ
ィ
ス
キ
ー
を
酌
み
交
わ
し

二
次
会
『
鶴
』
へ
移
る
。

リ
ラ
の
花
盛
り
の
大
通
り
を
横
切

り

、

総
会
に
は
時
間
の
都
合
で
出
席
で

き
な
か
っ
た
会
員
も

、

鶴
で
は
四
、

五

人
加
わ
る
威
勢
の
良
さ
、
語
ら
い
の
輪

は
夜
半
ま
で
続
い
た
。

◎
支
部
役
只
支
部
長
任
期
中
（
ニ

年
）
。
副
支
部
長
芳
賀
孝
郎、

小
林

年
、

野
田
四
郎
。
支
部
委
員
・

自
然
保

護
辻
井
達
ー
。
会
報
石
井
忠
雅
、

小
野
肇
、
久
保
田
優
一
。
集
会
柳
田

涼
子

、

亀
井
秀
子、

澤
田
良
子、

三
浦

勝
幸
。
海
外
石
崎
貞
子

、

高
松
秀

彦
。
記
念
高
澤
光
雄
、
浅
利
欣
吉

、

新
衰
徹
。
地
域
河
村
章
人
。
事
務
局

平
野
明
。
監
事
井
後
幸
太
郎

、

木
下

恵
子
。

◎
六
十
二
年
度
事
業
予
定

七
月
十
―
．
十
―
-
日
狩
場
山
々
行

十
月
十
日
観
月
会

十
二
月
十
二
日
支
部
忘
年
会

三
月
五
・

六
日
ス
キ
ー
合
宿

出
席
者

祁
澤
光
雄
、
山
川
力、

三
浦

勝
幸
、
水
科
行
雄

、

柳
田
涼
子

、

佐
々

木
幸
雄
、
新
妻
徹
、
栗
村
明
信

、

佐
々

木
喜
一
、
久
保
田
優
一
、
河
村
皆
子

、

小
野
肇
、
亀
井
秀
子
、
橋
本
誠
二
、

平

野
明

、

兼
平
治
水

、

沼
崎
勝
洋

、

佐
々

木
孝
雄

28 27 26 23 
日日日日

1
9日

2
2日

7

日
1
0日

1
2日

1
3日

1
8日

( 5 月 ）

楊
所
本
会
ル
ー
ム

出
席
者

今
西
会
長

、

山
田

、

大
塚
副

会
長

、

鴫
原

、

橋
本

、

梅
野

、

高
遠
、

鈴
木
、
岡
沢

、

平
井

、

大
森

、

開
塚
各

理
事

、

松
田

、

宮
下

、

中
村
各
評
諮
只

委
任

松
永
、
大
橋

、

絹
川
、
太
田
各

理
事

審
議
事
項

0
ネ
パ
ー
ル
＇
神
と々
舞
踏
劇
展
の
名

儀
後
援
の
件
承
窮

報
告
事
項

0
三
国
合
同
登
山
関
係

今
ま
で
の
経
過
と
今
後
の
予
定

〇
委
員
会
報
告

海
外
連
絡
委
員
会
よ
り

、

今
後
も
海

外
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
企
画
検
討
す
る

総
務
委
員
会
、
そ
の
他
委
員
会
の
報

告

図
掛
出
版
研
究
基
金
委
員
会

医
療
委
員
会

海
外
委
講
演
会

理
事
会

図
書
委
員
会

、

博
物
館
を
考
え

る
会

海
外
委
講
演
会

支
部
長
会
蟻
、
総
会
（
私
学
会

館
）、

婦
人
懇
談
会

フ
ィ

ル
ム
委
映
画
会

総
務
会
、
自
然
保
護
委

海
外
委
講
演
会

会
報
編
集
委

•••••
•••••••••• 

会
員
異
動

....

.....

.....

. 

終
身
会
員
へ

野
田
福
五
郎
(
-
―1
0七
九
）

村
上
勝
太
郎
（
三
0
四
九
）

福
原
健
司
（
四
五
三
五
）

坂
倉
登
喜
子
（
三
0
四
一
）

物
故

岩
崎
昭

一
（
四
五
一
二
八
）
3

．

1
9

退
会
届

木
村
信
（
八
三
五

l
)

藤
田
英
治
（
七
九
一
六
）

佐
藤
広
文
（
六
0
八
二
）

習
標
山
岳
会
（
六
八
三
0
)

沢
野
進
（
八
九

0
I

)

 

鈴
木
善
次
郎
（
九
五
八
一
）

都
竹
勝
（
五
七
六

一
）

副
島

広
之

（
六
六
三
一
）

-三函ど

`-石・””が”'”..毎点

2
9日
科
学
研
究
委

3
0日
山
岳
編
集
委(

5
月
来
室
者
3
8
9
名
）

(7) 



図書 受入 報 告

図書委員会
昭和 62 年 2 月分受入図書

l. 藤本一美 田代博紺著「展望の山旅」実業之日本社 1987

（版元寄贈）

2. 小野田文彬若「ネパールあ っちこっち」 消水弘文 :lli: 1986 

（著者寄脳）

3. 前田文彦編「東京アルコウ会々報創立 65 年」凍京アルコ ウ

会昭和 62 （編者寄贈）

4. アサヒタウンズ編 mt尾山」朝日ソ ノ ラマ 昭和 62 （版売

寄脳）

5. 福知山市文化渋料餡編「福知山市文化資料館衰料収絃目録第

3 集」福知山市文化宍料館昭和 61 （編者寄贈）

6. 行田哲夫著「自然顎歌八ケ岳」信濃毎日新聞社 昭和 61（著

者寄贈）

7. 山田哲郎横山犀夫著「守空と輝く残雹の山々」苓渓批

1987 （版元寄贈）

3 月分受入図書

1. 吉田昭市箸「日本の名絡 25 大峰 ・ 台高 • 石錢」山と渓谷

社 1987 （版元寄賠）

2. 第一アートセンター絹「日本写真全集 8 自然と風尿」小学

館昭和 62 （版元寄贈）

3. 岳人紺北部紺「山の面白ノ ー ト」東，京新聞出版局昭和 62

（版元寄贈）

4. 尾形好雄編「日本ヒマラヤ協会年報 II」日本 1:: マラヤ協会

昭和 58 （版元寄贈）

5 . 日本 1:: マラヤ協会編 n． みを求めて」日本ヒマラヤ協会 昭

和 62 （版元寄贈）

6. 仁藤祐治著「岳況没歩 10 一枚の桧か写其から 」 悦声社

昭和 62 （著名寄脳）

7. 沢田穴一郎若「i妥流のウェット ・ フライ ・ テクニック」 山 と

渓谷社 1987 （版元寄贈）

8. W ・ ウェストン著 長岡祥三訳「ウェストンの明治兄OO記J

新人物往来社昭和 62 （訳者寄贈）

4 月分受入図書

1. 新爽喜永著「日本の名峰 12 浅間 ・ 上毛三山 ・ 西上州」 山

{ と渓谷社昭和 62 （版元寄賠）
.―—―—―一

（纂三種螂便物認可）山 505-1987 • 7 • 20 

2. 東京大学スキー山岳部カラ コ ルム学術登山隊 1984 紺 「 K7

初登頂J 東京大学山の会昭和 62 （編者寄贈）

3 . 上村幹雄 ・ 姻所四二共著「片雰往来 （続）」上村幹雄 ・ 磁所

祖二 1987 （上村幹雄氏寄贈）

4. 橋本瓶著「画文集 山麓紀行」能登印刷出版部昭和 62（若

者寄l陪）

5. 沢田四一郎著「フライ ・ グラ フ ィックーウェットバク ー ン

330」 山と i要谷社 1986 （版元寄贈）

6. 王村和彦著「遥山巡礼」山と渓谷社 1987 （版元寄贈）

7. 筑木力者「山頂へのみち」 ほおずき害箱 1987 （著者寄贈）

8. 笠原藤七著 「川内山とその周辺再版」 笠原藤七昭和 62

（若者寄贈）

5 月分受入図書

l. 斎藤晃雄紺「絵ときガイ ド中国」日本交通公社出版事業局

昭和 62 （増島達夫寄贈）

2. 1986 年横浜山岳会カラ コルム登山隊編「チリン • 7090」横

浜山岳会 1987 （編者寄贈）

3. 加藤久一若「日本の名峰 5 店海 ・ 蔵王 • 月山」 山と渓谷社

1987 （版元寄贈）

4. カモシカ同人編「日朝友好親差登山白頭山 ・ 金剛山 ・ 妙香山

登頂報告杏」カモシカ同人 1987 （編者寄贈）

5. 舘野秀夫編「砂淡の涯の遠き頂」日本ヒ マ ラヤ協会 昭和62

（版元寄陪）
6. 西足寿ー著「鈴鹿の山 と谷 1 」ナカニシヤ出版昭和 62（版

元寄贈）

7 . 岩沢正平宅「日本の名峰 6 飯翌 • 朝日連峰」山と渓谷社

1987 （版元寮J!'ll)

8. 第 41 回国民体脊大会山岳競技会楊地連合実行委員会編 「第

41 回国民体脊大会山岳競技会報告害」昭和 62 （ 日本山岳協

会寄贈）
薬師義美氏寄贈（以下 6 点）

9. "Alpinismus" 1964 No. 5~12; 1965 No. 1~4 

10. "Osterreichische Alpenzeitung" 1381~1392 

11. "HIMAVANTA" Himalayan Foundati-,n"Vol. !~Vol. 5 

12. Table g釦erale des matieres Inhaltsver碑ichnis" 1925-1942 

13. Repertorium fiir die Jahrbiicher" XLV-LV皿

14. 「 111 と雪」 n 本坐山協会 No. 120~No. 241 

C 8)  
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著
覆
刻
日
本
の
山
岳
名
著

名
全

1
8点
・
2
2冊

岳
企

画
・
紐
集
1
1日
本
山
岳
会
…
…
現
金
定
価
一
九C

、
0
0
0
円

山后
新
選
覆
刻
日
本
の
山
岳
名
著

全
2
0点
・

2
9冊

一

五
、

不

企
画
・
編
集
1
1
日
本
山
岳
会

・：
・
・・
現
金
定
価
一
七

0
0
0
円

|
 

＾
内
容
見
本
呈
＞

藍”””.,

]
A
C
の
歴
史
を
伝
―Z
孟
賣
重
資
料

巳
本
山
岳
会
『
会
親
』
覆
刻
合
本
を

会
員
こ
特
別
頒
布
中
！

.....................

.........

....

..................

.... 

~
8

本
山
岳
会
創
立
7
0周
年
記
念
出
版

『
覆
刻
~

面
I
本
の
山
岳
名
著
』
『
新
選
裂
刻
8

本
の
山
岳
~

石
著
』

の
特
別
付
録
を
会
員
に
頒
布
中
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〒1 0 1 東京都千代田区神田錦町3-24 振替／東京9-40504 盆話294·2221 く大代表＞
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観
光
週
間
（
八
月
一
日t
七
日
）
の
目
的

①
観
光
地
の
美
化
（
ゴ
ミ
の
持
ち
帰
リ
）

®
正
し
い
観
光
観
念
の
静
及
（
国
際
交
流
に
も
資
す
る
点
）

®
そ
の
他
（
観
光
客
を
交
通
事
故、

火
災
事
故
等
か
ら
守
る
）

総務委員会・
' 火災保険料 70,000 60,350 9,650 

営 繕 費 100,000 18,800 81,200 

諸税 ・ 会喪 550,000 425,490 124,510 

光熱水料牧 250,000 524,62 7 -274,627 

冠 話 料 400,000 286,01( 113,990 

会 第 牧 150,000 156,08( -6,080 

什器仰品費 100,000 448,lOC -348,100 

捩替手数料 230,000 247,25C -17,250 

支部運営喪

゜
C 

゜禍利厚生股 100,000 103,915 -3,915 

事務所管理賽 650,000 535,800 114,200 

その他管理喪 1,000,000 3,279,700 -2,279, 700 

負 担 金

゜
135,000 -135,000 

支払利息

゜
143,161 ー143,161

退 琺 金

゜
700,()()( -700,000 

雑 費 300,000 346,544 -46,544 

9t 12,028,000 15,508,912 -3,480,912 

事業費 出版費（山岳） 5,000,000 3,463,876 1,536,124 

出版費（会報） 4,000,000 4,301,804 -301,804 

出版茂（山日記） 500,000 404,300 95,700 

図 柑 喪 650,000 867,580 -217,580 

覇査研究費 635,000 422,160 212,840 

指 辺 喪 1,300,000 742,662 557,338 

支部関係費 2,450,000 2,473,940 -23,940 

海外諾閤係喪 200,000 l, 116, 99( -916,990 

山岳研究所運営費 1,820,000 1,692,626 127,374 

その他事業殺 700,000 2,361,066 -1,661,066 

印刷 ・ 製本費 1,000,000 (1,000,000 

通信運搬費 4,000,000 2, 738,39( 1,261,610 

光熱水料茂 370,000 C 370,000 

計 22,625,000 20,585,m 2,039,606 

隅定預金
什器仰品購入支出

゜
340,000 -340,000 

借
長期借入金返済支出 3,312,000 5,621,689 -2,309,889 : 

特金 図書出版基金支出 375,089 -375,089 
支出

長期計厠積立金支出 1,496,32(] -1,496,320 

登山特別基金支出 662,711 662,711 

終身会只積立金支出 1,300,000 -1,300,000 

退隙給与積立金支出

゜ ゜計 D 3,834,120 -3,834, 120 

抒鑽費 1,800,000 0 1,600,000 

小 計 139,585,000145,890, 115 8,325,115 

(1) 

昭和 61 年度収支計算書

昭和 61 年 4 月 1 日

昭和 62 年 3 月 31 日

（単位 ： Pl )

拗定科目大科目 I 中科目 1 予箕額決算額ピ
叫？本穴訳 ぷ：：： 3，：;竺- 3：ば。i
費収入 通常会毀収入 5 ,100,000;28,656,000:-2, 956, 

終打会衣収入 。l 1( 0 ,0001- 1,300, , 
会費収入計 25 , 700 , ODOi29, 958, oooJ-4, 258, ODDI 

業収 入l 広告料収入（山岳） 674,800] -674,8 

広告料収入（会報） 602,5~ -602,5 

旦二11·: ：戸：：;:;□：:：：言［［；
自
至

一般会計収入の部

異

(2) 一般会計 支出の部 （単位 ：円）
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◎別途積立金 （特定預金） 昭和 62 年3月 31 日現在

（単位：円）

内 訳 1 前期繰越 I 繰入収入 1 取崩支出 1 次期繰越

言亭 Oj 7,217,646 

合計 f7,579,18外 3 , 834 , 12~

財産目録

昭和 62 年3 月 31 日現在

（資産の部）

I. 基本財産

種類 預 入 先

貸付伯託 三井信託銀行本店

僭 日本信託銀行本店

“ 中央信託銀行本店

I ムロ 計

2. 現金および預貯金

種類 預 入 先

現 金

振替貯金 束京地方貯金局

普通預金 協和銀行 市ケ谷支店

’ 三菱 銀行 市ケ谷支店

’ 三 和銀 行 本郷支店

” 東 京銀行本 店

“ 中央伯託銀行本 店

“ 三井信託銀行新宿西口支店

“ 日本信託銀行本 店

定期預金 協和銀行市ケ谷支店

普通預金 ” （図害出版研究基金）
定期預金 , ( ” ) 

” ’ （長期計画準備積立金）

” 
, （終身会費積立金）

” 鼻＇ （登山特別基金）

普通預金 ’ ( , ) 
定期預金 “ （退職給与積立金）

ムCl 計

3. 建物および土地

A事務所および図杏室

場所東京都千代田区四番町5番4

構造 鉄筋コンクリート造，薩屋根，地下 1陪付陪5違
（事務所） 区分所打建物 l防部分 103.32m' 

宅地持分 l, 124.56 m1x339/l0,000 

（図書窒） 区分所有建物 1階部分 55.22 m• 
宅地持分 1,124.56m以176/10,000

B 上高地山岳研究所

場所 長野凩南安曇郡安曇村上高地薗有林 114 い林小班

構造 鉄筋コンクリ ー ト造（一部木造） 1棟 100.69 m鵞

ムロ 計

（単位 ： 円）

金 額

2,380,000 

420,000 

5,200,000 

| 8, 000, 000 

（単位 ： 円）

金 額

380,173 

497,830 

7,116,130 

303,320 

24,446 

13,792 

6,126 

1,026 

15,725 

゜1,092,271 

6,124,875 

6,799,701 

2,550,000 

12,000,000 

845,953 

1,300,000 

139,071,372 

(l:11位：円）

I 金 額

72,720,170 

| 
9,583,808 

182,303,978 

次期繰越1 次期繰越収支差額 I 4,932,389| 8,358,512l-3,428,183 

合計 ~4,497 , 389:54 , 248 , 887,-9 .751,298: 

貸借対照表

昭和 62 年3 月 31 日現在 （単位 ： 円）

科 目 I 金 額

( 1 ) 資産の部

1. 流動資産

現 金 祁0,173

振替貯金 497,830 

普通預金 7,480,569 

未収会費 3,059,000 

棚卸資産 2,562,4W 

流動資産合計 13,979,982 

2. 固定資産

基本財産
投資有価証券 8,000,000 

基本財産合計 8,000,000 

有形固定資産

土 地 46.297,170 

建 物 36,006,808 

什器・備品 4,080,500 

有形固定沢産計 86,384,478 

その他固定汽産

長期計画準備預金 6,799,701 

図術基金積立預金 7,217,646 

登預金山特別基金積立 12,845,9 

終身会費積立預金 2,550,000 

退職給与引当穎金 1,300,000I 

その他固定資産合計 30,713, 300I 

固定資産合計 125,097, 778 

資産合計 139,077,760 -( 2) 負債の部

1. 流動負俵

前受会費 320,400 

預り金 324,660 

流動負債合計 645,060 

2 . 固定負債

退職給与引当金 1,300,000 

固定負債合計 1,300，碑

負債合計 1,954,080 

( 3 ) 正味財産の部

1. 基本金

基本 金 8,000,000 

12. 剰余金

次期繰越収支差額 8,358,572 

次期繰越増減差額 120,774,128 

剰余金合計 129,132,700 

正味財産合計 137,132,700 

負債及び正味財産合計 139,077,760 

(11) 
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合 計 2,562,410 1 

（負債の部）

◆退職給与引当金 ･ 1,300,000 

社団法人 日本山岳会昭和 61 年度収支決算杏および財産目録

を監査し， 正碗妥当なことを認めます。

昭和 62 年 4 月 7 日

社団法人 日本山岳会

監専山本健一郎

1) 収 入の 部

一般会計

昭和 62 年度予算書（案）

自昭和 62 年 4月 1 日

至昭和 63 年 3月 31 日

（単位 ： 円）

I 予箕額ドロ I 叫△）減勘定科目

大科目 」 中科目
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額当弗咬衣沢料宍目手品本通探険差支計蜘計部科．製交運保岱繰の中料耗且見信災給消印旅通火修期前出11ト越額合目 9.科 ー繰差支2大期支）匝 4. 図 書

種類 I 節 要 冊 数

和野 I 61 年度受入冊数 315 冊 5678 冊

洋瞥 61 年度受入冊数 16 冊 2109 冊

5. 什器備品

品 名 | 界月引噂格 1 所在
大テープx7ル20( 2 台セット）チーク材 750 48. 7.31 164,200 上高地xl200 

ソファーセット，チーク材レザー張 48. 7.31 178,000 上高地

苔以内移動書架ー式，コ ンバックル 53. 2.10 1,500,000 図柑室

応XL控Eセ~:Klットー式，張布イス，テープル 53. 8. 2 218,000 餃括室

閲覧用テープル ( 2台），木製 53. 9.28 250,000 図笞室

ライティングピューロー．木製 54. 6.23 280,300 図苔玉

テレビ．ン ャープ CT-2601 （寄閉品） 55, 6. 4 80.000 荻話室

Vビv-デオ7000カセットレコーダー，シャープ 55 、 12.27 116.000 象 話 室

フィ ルム収納キャピネット（スチール製） 56. 8. 8 254,000 図む室

図書カード容蕊，木製 3段 56. 9.12 200,000 図む室

書 柾，木製 2段 56.12.12 500,000 図笞窒

16 mm 鉄写機 16-CL(MO) 61. 5.13 156,000 図〇立

MS バウチ H-140 61 10 17 95,000 事務所

東芝バーソナルワープロ WJ-R70Fll 62. 3.12 89.000 事務所

^ ロ
計 直，500I 

6 . 絵

題

画

名 ー 1種類， 号数 1 作者名 1 掲載， 保管揚所
白 馬 岳油 A-50 中村消太郎日本民族没料館

富 士 山 麓油 A-25 茨木猪之吉日本民族液料館

田代池の白棟油変形 6 中村消太郎談 話 室

群 猿迅 絵石井鉛三図書室
伊 豆 半 島油ー 10 茨木猪之吉松本アルプス山岳誼

針の木峠油ー 10 茨木猪之吉図 杏 室

徳本峠から穂店連絡艇 絵石田吟松松本アルプス山岳館

初冬の両神山油ー 10 茨木猪之吉図 書 室
島（カット原画）墨 絵石井餞三図 朽 室

メールドグラスエッチング 図 豹 室

モンプランIエッチング 松本アルプス山岳飽

カンチェンジュンガエッチング [:f;：卜図 布 室

ュングフラウ油 山里寿男集 会 室
涸沢より北穂高水彩ー 6 山里寿男松本アルプス山岳館

柑ケ岳初夏油ー 10 中村情太郎集 会 室

カンチェンジュンガバステル矢崎千代二談 話 室

北穂麻滝谷油ー 25 足立源一郎談 話 室

或朝の祖ケ岳油ー 25 足立源一郎集 会 室
北穂高岳主娩油ー 25 足立源一郎 集 会 奎

柏 ケ 岳油ー p 8 足立源一郎集 会 至

タンボチェのイ沿院水彩ー 4 治野 恒松本アルプス山岳飽

シェルパニの親子水彩ー 4 消野 恒松本アルプス山岳郎

冬の山（箭太山）級 絵近藤茂吉松本アルプス山岳館

プカヒルカ ・ ノルテ水 彩渡辺九郎事 務 室

※他の絵画， 写瓦省賂

7. フィルム

「マナスルに立つ」他 62 点

8. 刊行物，服飾品棚卸現在高

摘要 I
刊行物（山岳，山岳殴刻版等）服飾品， その他 （ネクタイ ， ベンダント等） I 

（単位 ： 円）

金額

1,343,340 

1,219,070 

(12) 



山 505-1987 • 7 • 20 （第三種螂便物認可）

6 月 2 日 ボーランド隊来日講演と映画のタベ

ザヴァダ他（安田生命ホール）
6 月 3 日 ポーランド隊との交歓会 （私学会館）

6 月 14, 15 日 懇親山行 （上祖j地）

6月 21,22 日 若葉会山行 （苗揚山～赤楊温泉）

7 月 12 日 懇親山行 （鳳凰三山）

8 月 9 日 サー・ エドモンド ・ ヒラリー歓談会

（松本楼）

9 月 16 日 会員憩談会「エンジェルフォール，ロライマ

登頂報告会」 （本会）

IO月 10~12 日 懇親山行 （袈娑丸山， 庚申山）

10 月 18 日 懇親山行 （大無間山）

10 月 25 日 第 19 回山岳図芯交換会 （本会）
11 月 2 日 現地小集会 （会津七ッヶ岳）

11 月 2,3 日 九州山の集い '86 みやざき

（高千穂荘，三秀台，祖母山）

11 月 11 日 スライド映写と講演「花の谷とヘムクンド ・

トレッキング」 麻本信子（本会）

11 月 13 日 東洋大ヌン峰登山隊報告会 （本会）

11 月 14 日 会貝懇談会「東京煤大コンロン登 山 隊報告
会」 織内信姦， 早坂敬二郎（本会）

11月 15,16 日 懇親山行 （道志二十六夜山）

12 月 6 日 支部長会議 （本会）

12 月 6 日 年次晩姿会 （私学会館）
12 月 7 日 懇親山行 （高閲山）

12 月 7 日 第 23 回学生部マラソン大会 （呈居周辺）

12 月 21 日 現地小集会 （岩殿山）

1 月 17,18 日 スキー山行 （八方尾根）

2 月 1 日 現地小集会 （庚申山）

2 月 6,7 日 スキー山行 （万座）

2 月 14 日 第 18 回山岳図杓を語るタベ「山節安治氏と

日本登山史」 近藤信行（本会）

3 月 14 日 第 13 回新入会員オリエンテーション

（本会）

3 月 28 日 第 15 回山岳史懇談会「昭和初期の炭大山岳

部」 谷口現吉， 金山淳二（本会）

3 月 29 日 現地小集会 （鹿岳）

3 月 29 日 懇親山行 （若御子山）

(2) 研究会

5 月 27 日 シンボジウム「ポーランド隊の強さ ・ 現代ヒ

マラヤ登山をリードするクライマーと語る」

司会 ； 坂下直枝， 池田常遊

ザヴァダ他ボーランド隊且（日本体育協会）

5 月31 日， 6 月 1 日 第 6 回日本登山医学シンポジウム

（臨マリアンナ医科大学）

7 月 12, 13 日 氷河地形探索山行有井琢版（木沿駒ケ岳）

11 月 15 日 第 4 回ヒマラヤのエコロジー ・ シンボジウム

（日ネ協会との共催）川喜田二郎， 大場秀究

杉浦嘉雄， 小島党，千葉重美
（東京都教育会館）

11 月 28 日 講演会「凍街の予防と対策」

金田正樹（本会）
1 月 23 日 講演会「大気の発光現象」中村純二（本会）

3 月 3 日 セミナー「 トレーニングとその効果」

堀井昌子（本会）

3 月 30 日 講演会「麻所梵山における自己管理の問題」

面橋和之（本会）

(3) 講；密会

6 月 5 日 岩場での遺難救助訓諌 ． 机上講習

金子利三， 榎本宅司（本会）
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昭和 61 年度事業報告

(61. 4. 1---62. 3.31) 

I. 登山の指導と奨励に必要な集会， 講習会および展覧会の開催

(l) 集会

4 月 2 日 映画会「穂麻は生きている」

神悠明 （本会）
4 月 6 日 現地小集会 （甜山）

4 月 12,13 日 懇親山行 （窃士山）

4 月 15 日 会員懇談会「東部カラコルム ・ マモストンカ

ンリ初登頂報告会」 尾形好雄（本会）

4 月 20 日 新入会只との日帰りハイキング ・ （扇山）

5 月 16 日 支部長会践 （本会）

5 月 16 日 昭和 61 年度通常総会

（番町グリ ーンバレス）

5 月 23 日 ポーランド隊来日講演会ザヴァ ダ他

（大阪科学技術センター）

5 月 24 ,25 日 東北シンポジウム '86 （湯殿山）
5 月 25 日 愁親山行 (Ilヽ楢山）

5 月 30 日山菜勉強会片岡博， 松木英一． 印訪武

（本会）

6 月 1 日 第 40 回ウェストン祭 （上店地）

(13) 



6. 機関誌などの刊行

・ 「山岳」 81 年 (1986年号）発行

・ 会報「山」 490~501 号，総目録 (451~500 号）の発行

・「山日記」 1986 年夏～1987 年夏号を発行

7. 目的を同じくする外国山岳会との情報交換

• 30 カ国 60 の団体との情報交換

・ 日中合同登山推進のための中国体協関係者との情報交換

昭和 62 年度事業計画 （案）

(62. 4. 1~63. 3.31) 

1. 登山の指導と奨励に必要な集会，研究会， 翡習会および展覧

会の開催

り集 会

0小集会（報告会， 講習会，シンポジウム，山行）

本会その他約 40 回

0東北地区集会 '87 七時雨山 6 月 6 日～7 日

0 ウェストン祭 上高地 6 月 7 日

岩登り講習会 小川山他 6 月

〇紅葉会 30 周年記念集会二軒小屋，千枚岳

0山岳図拐交換会

0四崩諄習会

0マラソン大会

0地方プロック懇談会京都大会

10 月 10---12 日

本会 10 月

本会 10 月

皇居周辺 11 月

比良山系

10 月 31 日～11 月 1 日

0熊本支部 30 周年記念集会阿蘇 11 月 14~15 日

0年次晩餐会

0山岳図杏を語るタペ

0山岳史懇談会

〇来日登山家との交歓会

私学会館 12 月 5 13 

本会 2 月

本会 3 月

本会その他未定

0フィルム映写会（海外，国内） 本会末定

0新入会員オリエンテーション 本会 3 月

（口）研究会

0登山医学シンボジウム 未定 6 月 13 日

0高所登山シンボジウム 未定未定

0シンポジウム 「ヒマラヤの生態系 (V)」 未定 11 月

0女性登山史 本会毎月

0セミナーの実施

り展覧会

0この一本展（山岳図芯， 文献類の展示） 2 月

⇔講演会

0登山，山岳の科学研究に関する講荻会

（火山地形，火山活動他） 本会未定

0登山医学に関する講演会 （高所障害防止他）

本会 10 月 ， 3 月

0内外登山家による講演会，映画会 本会その他未定

0海外の山に関する講演会 本会その他未定

2. 登山施設の改密， その他登山のための適切な事業

0上高地山岳研究所開所 4 月～10 月

0登山医学シンポジウム記録の編集， 発刊

0山岳と登山に関する科学文献整理

0山に関する投正なフィルム， スライド， テープ， アルバム

等の複製および貸正な資料の収集，整備，管理

3. 山岳遭難の予防とその対策に関する企画および指導

0夏山診療所開設（槍ケ岳， 他） 7 月～ 8月

〇技術講習会の閑催（冬山， 岩登り ， 山スキー等）現地4 回

〇雷または氷上訓線 2 月または 3月

0大学山岳部指導者会議の開催
〇冬期の遵難，登攀技術問題についてのシンボジウム

10 月～11 月

C 14) 
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6 月 7,8 日 岩掛での遭難救助割l線 ・ 実技

榎本宅司他（小川山）
11 月 27 日 雹崩講習会 松永敏郎（本会）

2 月25~28 日 山スキー講習会 （法大遠凡ヒュッテ）

(4) 展覧会

8月28日～9 月 9 日 近代絵画に見る日本の山 ・ 名作展

朝日新聞社と共催（上野松坂屋）

9 月 18~23日 同 （大阪松坂足）

10月21 日～11月 3 日 同 （愛知県文化会館美術館）

2 月 4 日 第24回 この一本展「山崎安治氏所蔵和本」

（本会）

(5) 全国にある 21 支部では，それぞれ集会，研究会，講演会 ，

山行（海外登山も含む）等が活発に行なわれた。

4 月 26,27 日 岐阜支部設立 15 周年記念山行（能郷白山）

10月 18,19 日 越後支部設立 40 周年記念祝賀晩餐会，記念

山行 （麒緑山温泉，絡ガ森山）

11 月 8 日 信濃支部設立 40 周年記念山行 （有明山）

11 月 8,9 日 第 29 回紅葉会 （静岡支部） （寸又峡）

2. 登山施設の改善，その他翌山のための適切な事業

• 上高地山岳研究所を 5月～11 月まで開所
• 山の科学に関する文献目録の作成

・ 登山に関する図芯，フィルム，スライド類の充実と目録作

成

・ 女性登山史のための賓料作成

・ 山岳博物館準備のための賓料収集と管理

・ 「登山医学」第5巻 1号発行
・ 集会． 行年懇談会，婦人懇談会， 涵所梵山，遭難対策， 指

涵，図翌フィルム， 海外連絡，自然保護，科学研究， 医

療の各委員会による研究会開催

3. 山岳遭難の予防とその対策に関する企画および指涛

• 各大学医学部山岳部による夏山診療所開設

（祐ケ岳，穂高， 涸沢，徳沢園，五色沼，附松，三俣山

荘， 白馬岳，合戦小屋，立山， 尾瀬他）

4. 自然保護活動の推進

・ 環税庁との連携を密にし，国立公園地域山岳地の自然保護

に協力

7 月26~27 日 双六谷祖源開発実態調査

11月 1~ 3 日 第 12 回自然保護全国集会

（別府市， 宮崎県宇目町）

（祖母山，傾山）

12 月 14 日 自然観察山行 （甜山，南郷山）

2 月 17 日 森林伐採と植林に閣して林野庁担当官との懇

談 （本会）

3 月 16 日 「双六谷上流地域の中部山岳国立公園編入に

ついて」の要望苫を哀坑庁長官宛提出

・ フィールド ・ マナー ・ ノート II （中学， 高校生向け）作

成， 配布

5. 海外登山の企画および海外との交流

・ ポーランド隊来日交流登山

(5 月，小川山，富士山 ， 穂麻岳， 城ガ崎）

• 8 月 20~22日「国際アルビニスト ・ シンボジウム松本」

講師；海外8 カ国 15 人． 国内 9人

（松本市音楽文化ホ＿ル）

・ マナスル登頂30周年記念マナスル ・ トレッキング (11月）

・ 「ニュージーランド国際アルヒ゜ニスト集会」に代表派遣

2 月28 日～3 月 15 日 マウント ・ クック ， タスマン周辺の

登山

・ 中国 ・ 日本 ・ ネバール 1988 年チョモランマ／サガルマタ

友好登山

2 月 14 日 北京にて三国合同登山実施の諾定芯に調印
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7. 

8. 

6. 機関誌などの刊行

0 「山岳」 第 82 年 (1987 年）発行

0会報「山」第 502 号～第 513 号発行

0 「山日記」 1987 年夏～1988 年夏版編机発行

0 「山岳」の総索引の作成

国内及び国外山岳団体との辿絡， 情報交換
0国内関係団体（日山協，都岳連， その他）との密接な連絡

0海外登山団体との機関誌および情報の交換

その他，目的を達成するために必要な事業

0山岳図行室の拡充を図る

0その他，目的を達成するために必要な事業を行う

4. 自然保護活動の推進

0自然保護に関する講演会（登山と野生動物保護）

0自然観察山行

0 自然環税保全および破製の現地視察
0自然保護全国集会

0自然保護活動のための研修会

5. 海外登山の企画および実施

0 日 ， 中， ネ三国合同登山 ('88) の準備

0アメリカ山岳会との交流登山

0朝鮮民主主義人民共和国での友好登山（金剛山および白頭

山）
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も
の
で
す
。

フ
ィ
ー
ゲ
ル
に
つ
い
て
各
面
の
話
と

製
作
の
実
演
を
行
な
い
ま
す
。

科
学
研
究
委
員
会

④
6
2年
度
図
書
交
換
会

* 

科
学
研
究
委
員
会

十
月
二
十
四
日
（
土
）
午
後
一
一
時
よ

り
本
会
ル
ー
ム
に
て
恒
例
の
図
む
交
換

会
を
行
な
い
ま
す
。

お
手
も
と
に
あ
る
不
要
な
山
の
本
を

持
ち
寄
り
、
必
要
な
も
の
と
交
換
す
る

と
い
う
の
が
本
来
の
主
旨
で
す
。
出
品

ご
希
望
の
方
は
ご
連
絡
下
さ
い
。

図
書
委
員
会

お
願
い
晶
凶
書
室
蔵
書
の
欠
号
の
う
ち

「
山
と
渓
谷
」
の
戦
前
号
を
余
分
に
お

持
ち
の
方
お
頒
け
下
さ
い
。

講
師
会
場
は
次
号
以
下
に
発
表
の
予

定
。

印
刷
所

（
岡
沢
）

葉
会
山
行
参
加
者
の
氏
名
に
、
入
谷
浩

右
氏
の
名
前
が
抜
け
て
お
り

ま
し
た
の

で
、

ご
追
加
を
お
願
い
いた
し
ま
す
。

（
編
集
）

あ
と
が
き

今
年
の
ツ
ュ
は
カ
ラ
ッ
ュ

で
、
関
東
地
方
の
水
不
足
も
本
格
化
の

様
相
だ
。

▼
六
月
の
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
で
徳
本
峠
を

越
え
た
と
き、

峠
や
峠
の
西
側
に
ご
っ

そ
り
あ
る
残
雪
が
、

今
年
は
ば
か
に
少

な
く

、

雪
渓
を
使
っ
て
沢
を
下
る
バ
イ

バ
ス
が
利
用
で
き
ず
、
少
々
も
の
足
り

な
か
っ
た
こ
と
を
思
い
出
す。

▼
今
年
の
夏
は
水
不
足
に
な
る、

と
誰

だ
っ
た
か
が
口
に
し
た
が

、

そ
れ
が
と

う
と
う
現
実
と
な
っ
た。

▼
せ
め
て
山
に
登
る
者
く
ら
い
は
、
こ

の
夏

、

せ
っ
せ
と
山
を
た
く
さ
ん
稼
い

で
、

都
会
の
水
不
足
解
消
に
貢
献
し
た

ら

如
何
か。

▼
今
年
の
夏
は
厳
し
い
夏
に
な
り

そ
う

だ
。

▼
ど
う
か

、

よ
い
夏
を
1
.

,'‘ 

昭
和
六
十
二
年
七
月
二
十
日
発
行

1
0
2東京
都
千
代
田
区
四
番
町
五
ー
四

サ
ン
ピ
ュ
ウ
ハ
イ

ツ
四
番
町

発
行
所
紐
虚
日
本
山
岳
会

発

行
者
今

西
寿
雄

編
集
代
表
岡
沢
祐
吉

電
話
東
京
(
2
6
1
)
四
四
三
三

援
彗
口
座
東
京
三
1

四
八
二
九
番

東
京
都
港
区
赤
坂
一
ー
三
ー
六

赤
坂
グ
レ
ー
ス
ピ
ル

株
式
会
社
技
報
堂

(15) 


	505号_Part1
	505号_Part2
	505号_Part3
	505号_Part4
	505号_Part5
	505号_Part6
	505号_Part7
	505号_Part11
	505号_Part12
	505号_Part13
	505号_Part14
	505号_Part15



